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※
お
こ
と
わ
り

　

金
額
は
１
万
円
以
下
を
四
捨
五
入
し
て
い
る
た
め
、

　

合
計
金
額
が
一
致
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

「
未
来
に
向
け
て
種
を
蒔
く
も
の
」

「
生
育
を
促
す
た
め
の
肥
や
し
に
す
る
も
の
」

「
市
が
直
面
す
る
今
日
的
課
題
に
対
応
す
る
も
の
」

な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
、

平
成
22
年
度
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。

平
成
22
年
度
当
初
予
算
は
、「
❶
地
域

経
済
対
策
」「
❷
子
育
て
・
高
齢
者

支
援
」「
❸
医
療
の
充
実
」「
❹
実
効
性
あ

る
教
育
の
推
進
」
を
４
つ
の
柱
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
懸
案
事
項
の
解
決
に
向
け
た
予

算
編
成
と
し
て
い
ま
す
。

　

行
政
運
営
の
根
幹
と
な
る
一
般
会
計

の
総
額
は
２
５
５
億
４
千
万
円
で
、
前

年
度
の
政
策
経
費
を
反
映
し
た
６
月

補
正
後
の
予
算
額
と
比
較
す
る
と
、

14
億
５
千
３
４
６
万
３
千
円
、
６
．
０
％

増
の
積
極
予
算
と
し
て
い
ま
す
。

　

歳
出
面
で
は
、
国
の
制
度
改
正
に
伴
う

子
ど
も
手
当
の
新
設
な
ど
に
よ
り
、
扶
助

費
は
５
億
９
千
７
３
４
万
５
千
円
、
24
．

３
％
と
大
幅
な
伸
び
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
政
策
面
に
お
い
て
も
、
地
域
の
経
済

基
盤
を
確
実
な
も
の
と
す
る
た
め
地
場
産

業
等
活
力
強
化
基
盤
整
備
事
業
補
助
金
の

創
設
を
は
じ
め
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産

み
育
て
、
高
島
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
が
健
や
か
に
成
長
で
き
る
環
境
づ
く
り

や
、
地
域
の
お
年
寄
り
が
活
き
活
き
と
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
環
境
の
整
備
を
強

力
に
推
進
す
る
た
め
、
各
施
設
の
整
備
事

業
費
等
と
し
て
投
資
的
経
費
を
27
．
１
％

増
加
し
28
億
３
千
３
５
６
万
６
千
円
と
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
公
立
高
島
総
合
病
院

本
体
工
事
の
本
格
的
な
着
工
に
伴
う
病
院

事
業
会
計
へ
の
負
担
金
な
ど
、
補
助
費

等
に
お
い
て
は
８
億
２
千
45
万
８
千
円
、

32
．
９
％
の
増
と
す
る
な
ど
、
市
民
の
暮

ら
し
に
直
結
す
る
分
野
の
所
要
額
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
経
費
の
削
減
が
懸
案
と
な
っ
て

い
る
施
設
管
理
費
等
の
物
件
費
や
維
持

補
修
費
は
、
２
億
８
千
６
１
３
万
１
千

円
、
６
．
９
％
の
削
減
の
ほ
か
、
借
入
金

の
償
還
に
あ
た
る
公
債
費
に
お
い
て
は

２
億
９
千
６
５
４
万
２
千
円
、
７
．
１
％

を
減
額
す
る
な
ど
経
常
経
費
の
削
減
に
努

め
て
い
ま
す
。

　

歳
入
面
で
は
、
国
税
５
税
を
財
源
と

す
る
地
方
交
付
税
が
２
億
円
の
減
額(

※

１
）、
市
税
は
５
千
26
万
３
千
円
の
減

額
と
な
り
、
県
税
交
付
金
に
つ
い
て
も

７
千
１
８
０
万
円
を
減
額
す
る
厳
し
い
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
財
政
調
整
基
金

等
の
取
り
崩
し
に
よ
る
繰
入
金
で
補
て
ん

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
借
入
金
で
あ
る
市
債
は
、

９
億
５
千
３
６
０
万
円
、
50
．
９
％
増

と
大
幅
な
伸
び
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

う
ち
22
億
３
千
万
円
は
普
通
交
付
税
の

振
替
分
と
し
て
措
置
さ
れ
る
臨
時
財
政

対
策
債
で
あ
り
、
実
質
の
借
入
金
は

５
億
９
千
７
８
０
万
円
と
減
少
し
て
お

り
、
市
債
に
頼
ら
な
い
財
政
運
営
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

(

※
１
）

国
で
は
、
国
税
５
税
（
所
得
税
、
法
人
税
、

酒
税
、
消
費
税
、
た
ば
こ
税
）
の
減
収
に

伴
い
、
本
来
の
交
付
税
額
を
交
付
で
き
な

い
た
め
、
そ
の
補
て
ん
と
し
て
臨
時
財
政

対
策
債
を
発
行
し
、
後
年
度
に
財
源
措
置

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

会  計  別  予  算  額
H22当初予算額 Ｈ21・6月補正後額 増　減　額 増  減  率

一般会計 255億4,000万円 240億8,654万円 14億5,346万円 6.0%

特別会計
　国民健康保険特別会計（事業勘定） 56億3,400万円 53億　130万円 3億3,270万円 6.3%
　国民健康保険特別会計（直診勘定） 7,530万円 9,320万円 △1,790万円 △19.2%
　老人保健医療特別会計 1,330万円 2,144万円 △814万円 △38.0%
　後期高齢者医療事業特別会計 5億3,300万円 4億5,620万円 7,680万円 16.8%
　住宅新築資金等貸付事業特別会計 － 76万円 △76万円 皆減
　農林業集落排水事業特別会計 5億7,600万円 6億1,020万円 △3,420万円 △5.6%
　下水道事業特別会計 24億8,700万円 26億6,830万円 △1億8,130万円 △6.8%
　マキノ白谷温泉事業特別会計 － 290万円 △290万円 皆減
　市営バス事業特別会計 － 2,720万円 △2,720万円 皆減
　熱供給事業特別会計 1,380万円 1,390万円 △10万円 △0.7%
　土地取得特別会計 2,654万円 3,327万円 △672万円 △20.2%
　介護保険事業特別会計 38億5,600万円 37億2,850万円 1億2,750万円 3.4%
　訪問看護ステーション事業特別会計 7,500万円 7,900万円 △400万円 △5.1%

事業会計
　水道事業会計 13億8,630万円 14億9,103万円 △1億　473万円 △7.0%
　病院事業会計 59億4,536万円 44億1,804万円 15億2,732万円 34.6%
　介護老人保健施設事業会計 3億3,380万円 3億4,115万円 △735万円 △2.2%
※平成21年度当初予算は、西川市長就任直後の骨格予算となっていたため、本格予算となった平成21年6月補正予算後の額
　と比較しています。
※平成22年度から住宅新築資金等貸付事業特別会計、マキノ白谷温泉事業特別会計および市営バス事業特別会計については、
　一般会計に統合しています。
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　平成22年度の市の支出は２５５億４千万円で、その経費の分類には、経費の性質に着目して分類した
性質別と、経費の目的に着目し分類し振り分けた目的別の２つに分かれます。

【市の歳入】

【市の歳出】

　平成22年度の市の歳入は、２５５億４千万円です。市の歳入にはいろいろなものがありますが、中で
も財源の根幹である市税は５５億３，５５５万円と、歳入全体の約５分の１となっています。

　市の歳入は大きく分けて「自主財源」
と「依存財源」に分かれます。歳入の
状況をみるポイントの一つとして、歳
入全体の中で「自主財源」の比率があ
げられます。
　
　●自主財源とは・・・
　　　市が自主的に収入することがで
　　　きるお金のことを言います。
　●依存財源とは・・・
　　　国や県からの補助金など、市が
　　　自主的に収入することができな
　　　いお金のことを指します。

　自主財源が多いと市の自由度が高ま
り、逆に自主財源が少なく依存財源が
多いと国や県に頼る部分が多いという
ことなので、市の自由度が低くなりま
す。

◆グラフを見るときのポイント

　人件費、扶助費、公債費は、その支
出が法律などで義務づけられていて、
任意に減らすことができない義務的経
費といいます。
　義務的経費の比率が大きいと市の自
由に使えるお金が少なくなるので、財
政の自由度が低くなり、比率が小さい
と自由に使えるお金が多くなるので、
財政の自由度が高いということになり
ます。高島市の場合、義務的経費の割
合は約半分となっています。

人件費：職員などの人にかかる経費
扶助費：医療や福祉にかかる経費
公債費：借入金の返済にかかる経費
物件費：光熱水費や消耗品にかかる経費
維持補修費：道路、公共施設などの管理にかかる経費
補助費等：団体への補助金にかかる経費
投資的経費：施設や道路の整備にかかる経費
その他の経費：繰出金や貸付金など

高島市の一般会計予算

る経費

◆グラフを見るときのポイント

一般会計予算歳出の内訳

　一般会計は、市の仕事の中でも基本的な経費についての会計（≒財布）で、市
財政運営の基本となるものです。
　また、特別会計と事業会計は、特定の事業を行う場合に、特定の収入を特定の
歳出にあてるため、一般会計と区別する必要があるときに、法律や条例に基づい
て設けられます。高島市では、10の特別会計と３つの事業会計があります。

【一般会計、特別会計、事業会計？】
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医 療 の 充 実

実効性ある教育の推進

子　育　て　・ 高　齢　者　支　援

新病院の完成イメージ

　公立高島総合病院は、老朽化が進み耐震基準を満
たさない状況で、十分な医療環境が整っていない状
況です。そのため、市の中核病院・24時間救急医
療の拠点施設として、また災害拠点病院として、市
民の皆さんに、より適切な保健医療サービスを提供
することを目的に改築整備を行います。平成22年
度から23年度の２年間で病院本棟の建築工事を実
施します。新病院の開院は平成24年春を予定して
おり、その後既存南棟の改修工事、旧建物の解体工
事、駐車場整備を行い、平成25年に全面完成を予
定しています。

（仮称）高島総合病院整備（新築）事業

１５億９，２７８万円

　平成22年度から高島小中学校で小中一貫教育が
本格実施されました。高島中学校区以外の地域にお
いても、小中学校間の連携をより一層深めるため、
「小中一貫教育実践校」の研究を進めます。また、
系統的・継続的な学習指導や生徒指導を行い、子ど
もの健やかな成長を支えるため、市内全域で小中一
貫教育を進めていきます。

小中一貫教育推進事業

４６５万円

地 域 の 経 済 対 策

　高齢化が急速に進むなか、介護を必要とする高齢
者が住み慣れた地域で生活が続けられるよう地域密
着型サービスの整備の推進を図るため、施設整備に
対して助成を行います。また、円滑・早期に施設を
開設できるよう開設準備経費の助成を行います。

２億４，３２０万円
地域介護・福祉空間整備事業

　愛隣保育園は、老朽化や耐震基準を満たしていな
いことから、平成21年度より園舎の移転改築に向
けた整備が進められています。平成22年度は園舎
全体の改築工事が計画されており、児童の安全と快
適な保育環境を整えるため、園舎改築に伴う施設整
備に対し支援を行います。

私立保育園施設整備事業補助

４億９７９万円

　ＪＲ湖西線は、地域公共交通機関として市民生活
において重要な役割を果たしています。しかし、湖
西線は高架ホームであるため高齢者や交通弱者に
とっては大きな負担で、バリアフリー化の推進が課
題となっています。現在、市内６駅のうち近江今津
駅と安曇川駅以外の４駅については未整備で、中で
も近江高島駅については、公立高島総合病院の開院
までにバリアフリー化を完了することが必要となっ
ています。そのため、事業実施に向け近江高島駅周
辺を重点整備区域とした交通バリアフリー基本構想
の策定と概略設計を行い、平成23年度末の完成を
目指します。

１, １３１万円
鉄道駅バリアフリー化事業

　高島地域の代表的な地場産業である織物業は、不
況により大変厳しい経営環境に陥っています。こう
した中で、事業者は新商品の開発と新規販路の開拓
を課題として捉え、新しい加工方法の導入などに取
り組んでおられます。しかし、準備工程で共同利用
するサイジング設備の老朽化が進み、新商品・新技
術の開発が困難となっていることから、高機能機械
へ更新する経費の一部を補助し、織物業の活力強化
と地場産業の振興を図ります。

地場産業等活力強化基盤整備事業

８，０００万円
　介護老人保健施設は、療養病床の再編により今後
需要が激増することが見込まれていますが、高島市
には60床しかないため、医療法人が実施する介護
老人保健施設の整備に対して助成を行います。また、
従来の鉄骨・鉄筋を使った施設ではなく、地元木材
を使った介護老人保健施設の整備に対して助成を行
うことで、森林資源を活用した林業・木材産業の再
生を図ります。

４億２，０００万円
介護老人保健施設整備事業

　高島市社会福祉協議会では、判断能力が十分でな
い認知症高齢者や障がい者等の権利擁護と自立した
生活を支援するため、「権利擁護事業」を実施して
います。しかし、高齢化の進展とともに契約件数が
増加し、同時に重症化してきていることから「成年
後見制度」での対応が必要となってきています。市
内には成年後見制度の受け皿がなく、市外での手続
きが必要な状況であることから、社会福祉協議会が
主体として行う「福祉後見サポートセンター」の設
置運営に対し支援します。

福祉後見サポートセンター設置運営事業補助

５００万円

　全国シェアの９割を占める扇骨産業については製
品原価を抑えるため、原材料素材を長年にわたり中
国産材等に頼ってきました。その反面、身近な地元
産竹材の生産・流通システムが縮小・低迷すること
となり、河川堤防の竹林は荒廃し環境悪化を招いて
います。そこで、荒廃した安曇川沿岸の竹林整備を
行い、環境改善・景観形成を図ると共に、地元竹材
の活用を進め、地元材を１００％使った付加価値の
高い扇子づくりを促進します。

竹林再生活用推進事業

５００万円

主  な  事  業   を    お  知  ら  せ  し  ま  す
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高
島
市

高
島
市
1313
番
目
の

番
目
の

百
選
に「
淡
海
湖
」

百
選
に「
淡
海
湖
」

非
自
発
的
失
業
者
の
国
民
健
康
保

険
税
の
負
担
軽
減
制
度
に
つ
い
て

　

箱
館
山
の
山
中
に
あ
る
淡
海
湖
が
、
農
林
水
産

省
の
「
た
め
池
百
選
」
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

百
選
に
選
ば
れ
た
淡
海
湖
を
、
こ
れ
か
ら
も
地

域
の
誇
り
と
し
て
保
全
し
、
全
国
に
発
信
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

　

観
光
振
興
課　

（
２
５
）
８
０
４
０

◆
軽
減
措
置
の
概
要
は･･･

　

特
定
受
給
資
格
者
、
特
定
理
由
離
職
者

の
前
年
の
給
与
所
得
を
１
０
０
分
の
30
と

み
な
し
て
算
定
し
ま
す
。

◆
軽
減
期
間
は･･･

　

離
職
の
翌
日
か
ら
翌
年
度
末
ま
で
の
期

間
で
す
。

※
雇
用
保
険
の
失
業
等
給
付
を
受
け
る
期
間
と

　

は
異
な
り
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
に
加
入
中
は
、
途
中
で
就
職

　

し
て
も
引
き
続
き
対
象
と
な
り
ま
す
が
、
会

　

社
の
健
康
保
険
に
加
入
す
る
な
ど
国
民
健
康

　

保
険
を
脱
退
す
る
と
終
了
し
ま
す
。

※
制
度
が
始
ま
る
前
１
年
以
内(

平
成
21
年
３

　

月
31
日
以
降)

に
離
職
さ
れ
た
方
は
、
平
成

　

22
年
度
に
限
り
国
民
健
康
保
険
税
が
軽
減
さ

　

れ
ま
す
。
た
だ
し
、
平
成
21
年
度
の
保
険
税

　

は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
手
続
き
は･･･

　
「
国
民
健
康
保
険
税　

特
例
対
象
被
保

険
者
等
申
告
書
」「
雇
用
保
険
受
給
資
格

者
証
の
コ
ピ
ー
」を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

税
務
課

　

（
２
５
）
８
１
１
６

　

倒
産
・
解
雇
な
ど
に
よ
る
離
職(

特
定

受
給
資
格
者)

や
、
雇
い
止
め
な
ど
に
よ

る
離
職(

特
定
理
由
離
職
者)

を
さ
れ
た

方
の
国
民
健
康
保
険
税
の
負
担
軽
減
を
講

じ
る
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

◆
対
象
者
は･･･

　

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
に
次
の
離
職

理
由
コ
ー
ド
が
記
載
さ
れ
て
い
る
方
で

す
。

　○特定受給資格者
コード 離　　職　　理　　由
11 解雇
12 天災等の理由により事業の継続が不可能になったことによる解雇
21 雇止め（雇用期間３年以上雇止め通知あり）
22 雇止め（雇用期間３年未満更新明示あり）
31 事業主からの働きかけによる正当な理由のある自己都合退職
32 事業所移転等に伴う正当な理由のある自己都合退職

　○特定理由離職者
コード 離　　職　　理　　由
23 期間満了（雇用期間３年未満更新明示なし）
33 正当な理由のある自己都合退職
34 正当な理由のある自己都合退職（被保険者期間12か月未満）
※上記以外の方は該当しません。

 淡　海　湖
標高 450mの山の中
にある湖面12ha、貯
水量 132万 t の大規
模なため池で、大正時
代に大変な苦労の末
に造られました。渓
谷に造った堰

えんてい

堤から
1.2km の隧

ずいどう

道を掘っ
て導水し、淡海湖が潤
す農地は、現在では滋
賀県の代表的な早場米
地帯となっています。
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　人権擁護委員は、日頃、地域の中で人
権思想を広め、人権侵害が起きないよう
見守り、人権の擁護に務めておられる
方々です。高島市では14人の方々が人
権擁護委員として法務大臣から委嘱さ
れています。
　このたび今津町の三田村幸子さんの任
期満了に伴い、４月から今津町の洲崎富
士夫さんにご就任いただきました。今後
ともよろしくお願いします。
　また三田村幸子さんには12年間、地
域の人権を守るためご尽力頂きました。
本当にありがとうございました。

　 人権施策課　 （25）8524

人権擁護委員就退任

三田村さんから
洲崎さんへ

一般会計歳入予算の主な内訳
市税 2億 2,269万円
地方交付税 2億 7,000万円
国庫支出金 7億 3,361万円
県支出金 △7,798万円
諸収入 5,098万円
市債 △4,830万円

歳入歳出補正予算
区　　分 補正前の額 今回補正額 補正後の額
一般会計 262億円 11億 4,000万円 273億 4,000万円
特別会計 135億 6,244万円 1億8,090万円 137億 4,334万円
事業会計 66億 6,628万円 3,645万円 67億　273万円
予算総額 464億 2,872万円 13億 5,735万円 477億 8,607万円

新
た
な
経
済
対
策
事
業
を
追
加
し
３
月
補
正
可
決

新
た
な
経
済
対
策
事
業
を
追
加
し
３
月
補
正
可
決

　

今
回
の
補
正
予
算
は
、
国
の
平
成
21
年
度
第
２
次
補
正

予
算
に
お
い
て
、
新
た
に
追
加
交
付
さ
れ
る
「
き
め
細
か

な
臨
時
交
付
金
」
を
活
用
し
、
厳
し
い
市
内
の
経
済
状
況

を
活
性
化
す
る
た
め
、
地
元
企
業
の
参
画
を
念
頭
に
、
生

活
道
路
・
河
川
な
ど
の
環
境
整
備
を
は
じ
め
、
学
校
施
設

新
た
な
経
済
対
策
事
業
を
追
加
し
３
月
補
正
可
決

新
た
な
経
済
対
策
事
業
を
追
加
し
３
月
補
正
可
決

主　　な　　事　　業

※国庫支出金のきは「きめ細かな臨時交付金」、国庫補助金のあは「安全安心な学校づくり交付金」を表しています。

の
補
修
な
ど
教
育
環
境
の
整
備

と
い
っ
た
、
市
民
の
暮
ら
し
に

直
結
す
る
事
業
の
追
加
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
当
初
予
算
と
一

体
と
し
て
切
れ
目
な
く
執
行
す

る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
経
済
の

底
上
げ
が
図
れ
る
よ
う
早
急
に

取
り
組
み
ま
す
。

9,504万円
安曇小学校大規模改修事業

国庫補助金の追加交付を受け、児童が安心
して学べる環境づくりのため、施設を改修
します。
【財源】国庫支出金き　　　　1,660万円

国庫補助金あ　　　　6,733万円
一 般 財 源　　　　　1,111千円

1億　866万円
身近な河川整備事業

台風や集中豪雨による浸水被害を防止し、
沿川住民の生命と財産を守るため河川の改
修を行います。
【財源】国庫支出金き　　　  6,600万円

一 般 財 源　　　　  4,266万円

5,120万円
環境保全対策事業

老朽化が著しい水道施設の改修を行い、安
定した給水を図ります。
【財源】国庫支出金き　　     3,500万円

一 般 財 源　　　　  1,620万円

7,761万円
小中学校管理一般事業

市内小中学校の校舎や設備を改修し、児童
生徒が安心して学校生活を送れるよう学習
環境の向上を図ります。
【財源】国庫支出金き　　　  5,000万円

一 般 財 源　　　　  2,761万円

3,271千円
林道等維持補修事業

森林の路網整備を図るため、林道舗装、落
石防止網設置など林道の維持補修を実施し
ます。
【財源】国庫支出金き　　  　1,920万円

一 般 財 源　　　  　1,351万円

2,230万円
観光施設維持管理事業

マキノ高原下水道排水設備改修、ビラデス
ト今津汚水ポンプ交換など市内観光施設の
維持補修を実施し、適正な管理を図ります。
【財源】国庫支出金き　　   　1,250万円

 一 般 財 源　　　　     980万円

1億 6,270万円
道路維持管理事業

生活道路の舗装補修、側溝整備、道路改良
を行い路上交通の安全を確保します。
【財源】国庫支出金き　1億    501万円

一 般 財 源　　    　5,769万円

2,541万円
新旭学校給食センター管理運営事業

児童生徒に安心安全な学校給食を提供する
ため、老朽化した調理機器など設備の改修
を行います。
【財源】国庫支出金き　　  　1,000万円

一 般 財 源　　　  　1,541万円
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現
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あ
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経
営
改
善
に
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現
在
、
病
院
を
あ
げ
て
経
営
改
善
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お
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、
収
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の
状
況
も
少
し
ず

り
組
ん
で
お
り
、
収
支
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状
況
も
少
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ず

つ
で
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が
着
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に
改
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方
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に
進
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で
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で
す
が
着
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に
改
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。
病
院
の
新
築
を
契
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今
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築
を
契
機
に
、
今
後
も

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
一
層
の
経
営
改
善
に

サ
ー
ビ
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ま
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取
り
組
み
、
健
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経
営
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し
て
ま
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り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
の
ご
支
援
、

り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

公
立
高
島
総
合
病
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病
院
建
設
部

公
立
高
島
総
合
病
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病
院
建
設
部

　

（
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６
）
８
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３
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）
８
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一
層
の
経
営
改
善
に

一
層
の
経
営
改
善
に

努
め
ま
す

努
め
ま
す

新
築
工
事
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

実
施
設
計
が
で
き
ま
し
た

地
震
に
強
い
新
病
院

　

病
院
本
棟
は
、
平
成
22
年
度
か
ら
平
成

23
年
度
の
２
か
年
で
建
築
工
事
を
行
い
、

工
事
費
は
約
51
億
８
千
万
円
で
す
。

　

基
本
設
計
で
は
、
概
算
で
42
億
円
（
全

国
平
均
概
算
２
千
万
円
／
床
×
２
１
０

床
）
の
工
事
費
を
見
込
ん
で
お
り
ま
し
た

が
、
実
施
設
計
に
よ
り
詳
細
な
工
事
費
を

精
査
し
な
が
ら
算
出
し
た
結
果
、
約
10
億

円
の
増
加
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
琵
琶
湖
西
岸
断
層
帯
地
震
の

影
響
を
考
慮
し
、
災
害
拠
点
病
院
と
し
て

の
免
震
構
造
の
国
の
評
定
や
詳
細
な
構
造

計
算
を
行
っ
た
結
果
に
よ
る
も
の
で
、
通

常
の
病
院
よ
り
建
築
費
が
割
高
に
な
り
ま

す
が
、
災
害
時
に
も
適
切
な
医
療
を
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
地
震
に
強
い
病
院
を
建

設
す
る
た
め
の
経
費
で
す
。

　

新
築
予
定
の
病
院
本
棟
の
実
施
設
計
が

こ
の
た
び
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　

規
模
は
18
診
療
科
２
１
０
床
で
、
建
物

は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
５
階
建
て
、
地
震

災
害
等
に
対
応
す
る
た
め
、「
免
震
構
造

（
し
っ
か
り
し
た
柱
や
梁
と
免
震
装
置
の

設
置
）」
を
採
用
し
ま
す
。
場
所
は
、
現

在
の
病
院
に
隣
接
す
る
駐
車
場
に
建
設
し

ま
す
。

新
病
院
は
、

免
震
構
造
５
階
建
て

本
棟
新
築
工
事
費
は

約
51
億
８
千
万
円

病 院 整 備 事 業 費 の 推 移
平成20年 3月 平成21年 3月 平成22年 3月
基本計画 基本設計 実施設計

【概　要】
病床数 210床 210床 210床
建築延床面積 14,700㎡ 14,949㎡ 14,977㎡
建築費用 46億7,460万円 42億 1,000万円 51億 8,000万円
建築単価 31万8千円 /㎡ 28万 2千円 /㎡ 34万 6千円 /㎡
【事業費内訳】
本棟建築工事 46億 7,460万円 42億 1,000万円 51億 8,000万円
南棟改修工事 1億 2,120万円 1億2,120万円 3億4,000万円
解体・外構工事 5億　　58万円 5億4,236万円 5億　756万円
設計費等 2億　854万円 2億6,979万円 2億5,175万円
医療機器等整備 28億 1,438万円 18億 　405万円 17億 8,167万円
用地購入費 0 1億 3,600万円 1億3,600万円
その他 8,165万円 8,165万円 8,165万円
合　　　計 84億0,095万円 71億 6,505万円 82億 7,863万円

財
源
内
訳

国庫補助金 5,043万円 3億6,223万円 22億 3,732万円
県補助金 5,043万円 1億4,985万円 1億 1,525万円
基金繰入金 0 0 6 億  　　　　円
病院事業債 56億2,320万円 45億    860万円 35億 3,630万円
合併特例債 18億7,440万円 18億 7,030万円 15億 3,210万円
一般財源 8億   249万円 2億7,407万円 2億5,766万円

※金額は、一万円以下を原則四捨五入し、端数を調整しています。
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病
院
の
建
築
工
事
の
財
源
は
、
通
常
大

部
分
を
借
入
金
（
起
債
）
で
賄
い
、
そ

の
後
30
年
程
度
か
け
て
返
済
し
ま
す
が
、

今
回
の
新
病
院
建
設
で
は
、
国
の
経
済

対
策
で
昨
年
創
設
さ
れ
た
「
医
療
施
設

耐
震
化
臨
時
特
例
交
付
金
」
な
ど
で
約

23
億
５
千
万
円
の
交
付
が
見
込
め
る
ほ

か
、
返
済
額
の
70
％
が
地
方
交
付
税
で
措

置
さ
れ
る
「
合
併
特
例
債
」
を
利
用
す
る

こ
と
で
財
源
を
確
保
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
通
常
の
借
入
金
は
、
基
本

設
計
時
点
の
45
億
円
か
ら
35
億
円
に
ま
で

減
額
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

耐
震
化
特
別
交
付
金
や

合
併
特
例
債
を
活
用

一
層
の
経
営
改
善
に

努
め
ま
す

　免震構造とは、建物本体と基礎との間
に絶縁体（免震装置）を配置し、地震の「揺
れ」を直接建物に伝えないようにする構
造システムです。
　地震が発生しても建物の変形はもちろ
んのこと、医療機器や家具・備品などの
転倒や損傷などがほとんど無い方式とい
われています。
　新病院には、建物の本体の柱の真下に、
垂直方向には硬くて水平方向には柔らか
い「積層ゴムアイソレータ」という装置
を配置するとともに、地震のエネルギー
を吸収する「ダンパー」という装置を組
み合わせて設置し、建物に入る地震の揺
れを大幅に減少させます。

免震構造とは

北側から見た完成イメージ北側から見た完成イメージ北側から見た完成イメージ

完成イメージ（外来待合）完成イメージ（外来待合）完成イメージ（外来待合）
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会報コンテストで
念願の第１位

児童と保護者対象に
各地域で教室開催

ラオス国連課次長から
現状聞くサポーター 新たに５人

高島市商工会女性部高島交通安全協会

地雷をなくそう！ 世界こどもキャンペーン子ども体験活動サポーター養成講座修了式

　滋賀県商工会女性部連合会主催で、毎年開催され
ている商工会女性部会報コンテストで、高島市商工
会女性部の広報紙「きらら」が、紙面の内容・企画
など高い評価を得、全21誌の応募中第１位に輝き
ました。
　女性部活動や部員さんの声が満載の広報紙は、高
島市商工会のホームページでご覧いただけますの
で、ぜひご覧ください。（商工振興課）

　３月 29日（月）に新旭公民館で、ラオス外務
省国際機関局国連課次長のマイトーン・タンマボン
サー氏の講演がありました。地雷やクラスター弾の
担当をされているマイトーン氏からラオスの現状を
聞き、勉強を続けてきたメンバーからは「被害の割
合は」「ラオスにはどんな支援が必要か」など、い
くつもの質問が出ました。（青少年育成室）

　高島交通安全協会各支部の主催により、３月３
日から28日にかけて、各地域で、新しく小学校
に入学する児童とその保護者を対象とした「親と
子の交通安全教室」が開催されました。
　この交通安全教室では、親と子が一緒に横断歩
道の渡り方や児童の行動特性について、劇や紙芝
居などを用いて学習しました。
　交通ルールは繰り返し学習するのが効果的で
す。皆さんの家庭でも交通安全について話し合う
機会を持ちましょう。（交通対策課）

　２月28日（日）、安曇川公民館で、「子どもの
体験活動サポーターにとって必要なこと」と題し
て環境レイカーズ代表の島川武治さんによるレク
リエーションを交えた講義と、修了式を行いまし
た。今年は全７回中５回以上受講された方５人に
修了証書をお渡ししました。今後地域の活動など
に活かしていただければと思います。
　　　　　　　　　　　　　　（青少年育成室）

30周年を記念し
石製モニュメント寄贈

ふるさとの誇り描いた
絵屏風完成披露

西日本大会で大活躍！

滋賀県石材組合連合会青年部安曇川町三尾里区

今津銃剣道スポーツ少年団

　設立 30 周年
を迎えられた滋賀
県石材組合連合会
青年部から、風車
と琵琶湖の波をイ
メージした石製モ
ニュメントの寄贈
を受け、このたび
しんあさひ風車村
の風車前に設置さ
れました。
　モニュメント
は、高さ約２ｍ、
幅約２ｍ、奥行き
約 60cm で、青
年部のメンバーが
デザインされたも
のです。
　石材組合青年部
では、節目ごとに
県内の琵琶湖岸等
に記念のモニュメ

　３月７日（日）三尾里区草の根ハウスで、
１００人近い区民の皆さんの出席のもと、絵屏風
の完成発表が開催されました。
　この絵屏風は、計画から完成までに３年かかり、
絵の監修・指導には地元区出身の滋賀女子短期大
学教授　前川秀治さん、洋画家　村岡顕美さんが
担当されました。
　絵屏風には、大化の改新から昭和初期までを盛
り込み、謎解きなどの遊び心も込められています。
また、三尾里区の地形である道の七曲がりと生水
川に船が往来していた光景、11面観音や琥

こはんせき

斑石
の硯、胞

え な づ か

衣塚なども描かれています。この絵屏風
の作画は村岡顕美さんが担当されました。
　　　　　　　　　　　　　　　　（安曇川支所）

　４月４日（日）に奈良市立中央体育館で開催された「第54回西日本
銃剣道選手権大会」で高島市今津銃剣道スポーツ少年団員が好成績を収
められました。（市民スポーツ課）
　結果は次のとおりです。（敬称略）

　　≪銃剣道（個人戦）≫
　　　小学１・２年生の部　　優　勝　　吉見　風香（今津東小）
　　　小学３・４年生の部　　優　勝　　小林　夏海（今津東小）
　　　小学５・６年生の部　　優　勝　　平田　秀幸（今津東小）
　　　小学５・６年生の部　　第３位　　岡本　共平（今津北小）
　　　高校生の部　　　　　　準優勝　　平田　悠朗（安 曇 川）
　　≪銃剣道（団体戦）≫
　　　高校生の部　　　　　　準優勝　　宮内　英至（安 曇 川）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　城野　　佑（高 　 島）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平田　悠朗（安 曇 川）
　　≪短剣道（個人戦）≫
　　　小学１・２年生の部　　第３位　　吉見　風香（今津東小）
　　　小学３・４年生の部　　優　勝　　小林　夏海（今津東小）
　　　小学３・４年生の部　　準優勝　　西原　春華（今津東小）
　　　小学５・６年生の部　　優　勝　　平田　秀幸（今津東小）
　　　小学５・６年生の部　　準優勝　　岡本　共平（今津北小）

ントを建立されています。高島市では、このモニュ
メントの設置の趣旨に沿えるよう有効に活用させて
いただきたいと考えています。ありがとうございま
した。（観光振興課）
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い
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鯉
の
ぼ
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岸
田　

金
子
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田
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老
二
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四
の
五
の
言
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土
な
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り 

久
保
井
と
く
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マ
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寺
久
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水
ぬ
る
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る　

河
辺
か
な 

伊
吹　

忠
義
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マ
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）

万
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き
に　

こ
っ
そ
り
カ
メ
ラ
が　

今
日
は 

髙
橋　

久
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（
新
・
藁
園
）

我
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孫
と　

と
て
も
思
え
ぬ　

蒼
い
瞳
が 

中
内　

保
男
（
新
・
針
江
）

心
に
つ
け
い
る
商
法

　

今
回
の
よ
う
な
訪
問
販
売
に
よ
る
契
約
は
、
契
約
書
面
を
受
け
取
っ
た

日
か
ら
８
日
間
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
（
無
条
件
解
約
）
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
を
過
ぎ
て
も
、
販
売
方
法
に
問
題
が
あ

れ
ば
解
約
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
「
不
要
な
も
の
」
と
思
っ
て
は
い
て
も
、
不
意
を
つ
か
れ
て
話
に
引
き

込
ま
れ
、
気
分
が
高
揚
し
た
り
、
不
安
を
あ
お
ら
れ
た
り
し
て
、
つ
い
買
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
他
県
で
は
、業
者
が「
息
子
に
良
縁
が
く
る
」

と
言
っ
て
、
１
３
０
万
円
も
の
印
鑑
を
売
っ
た
事
例
も
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
12
月
に
訪
問
販
売
の
規
制
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。「
い
り
ま

せ
ん
」
と
言
っ
て
断
っ
て
い
る
人
に
対
し
て
、
再
び
勧
誘
す
る
こ
と
が
禁

止
さ
れ
ま
し
た
。
購
入
を
勧
め
ら
れ
て
も
、
必
要
の
な
い
も
の
は
き
っ
ぱ

り
と
断
り
ま
し
ょ
う
。

　

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
消
費
生
活
に
関
す
る
こ
と
で
、
わ
か
ら
な
い

こ
と
お
困
り
の
こ
と
が
あ
れ
ば
、
気
軽
に
生
活
相
談
課
内
の
消
費
生
活
相

談
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

生
活
相
談
課　

（
２
５
）
８
１
２
５

＜相談事例＞

自宅に印鑑のセール
スマンが来た。買う
つもりはなかったの
で一旦は断ったが、
「この家は後継ぎが伸
びる家だ。」とほめる
ので、ついつい話に
引き込まれ、30万円
もする印鑑を買うこ
とになってしまった。
解約したい。

の分別にご協力を！

環境政策課　　環境政策課　　 （25）8123（25）8123

　高島市では、飲食用缶を年間約１５０ｔ回収しています。
　飲食用缶はスチール缶とアルミ缶の２種類ありますが、環
境センターの機械で分別できるため、同じコンテナに入れて
出してください。回収したスチール缶は、スチール缶や鉄製
品等に、アルミ缶は、再びアルミ缶にリサイクルされ、飲食
用缶は、何度も生まれ変わる大切な資源となります。

　不用になったものを再び資源としてリ
サイクルする循環型社会の第１歩は、正
しい分別から始まります。飲食用缶は、
私たちの生活に欠かせないものであり、
身近なところからリサイクルについて考
えてみましょう。

　飲食用缶の回収時にスプレー缶が混入されて
いることがありますが、スプレー缶は、燃えな
いごみＢ類になりますのでご注意ください。そ
して、スプレー缶を出される際には、必ず穴を
あけてください。

スプレー缶は
　　　燃えないごみＢ類へ

注　意
　！

缶 類
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機
構
改
革

市
民
満
足
度
向
上
に
向
け

組
織
を
見
直
し

　

経
済
不
況
に
よ
る
財
政
力
の
低
下
や
行
財
政
改
革
に

伴
う
職
員
の
削
減
な
ど
、
市
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

誠
に
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
、市
民
の
満
足
度
の
向
上
に
向
け
て
、

組
織
の
機
動
力
が
発
揮
さ
れ
る
よ
う
、
体
制
の
見
直
し

と
適
所
適
材
の
職
員
配
置
に
努
め
ま
し
た
。

　

各
部
局
に
あ
っ
て
は
、
所
属
長
を
核
と
し
て
、
職
員

全
員
が
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
発
揮
し
、
意
欲
的
な
職
場
環

境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

【
公
立
高
島
総
合
病
院
】

　

平
成
22
年
度
か
ら
本
格
的
な
新
病
院
建

設
工
事
に
着
工
す
る
こ
と
と
併
せ
、
経
営

管
理
部
と
の
連
携
を
密
に
し
て
平
成
24
年

５
月
の
開
院
を
め
ざ
し
、
併
せ
て
病
院
の

経
営
改
善
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む
た

め
、新
た
に
病
院
建
設
部
を
設
置
し
ま
す
。

【
総
務
部
】

　

市
税
は
も
と
よ
り
各
種
公
共
料
金
、
使

用
料
等
に
つ
い
て
も
関
係
各
課
と
連
携
し

て
機
動
的
か
つ
能
率
的
な
収
納
業
務
に
当

た
る
た
め
、
新
た
に
収
納
対
策
課
を
設
置

し
ま
す
。

【
政
策
部
】

　

政
策
課
題
や
市
民
ニ
ー
ズ
に
迅
速
に
対

６
部
１
室
32
課
体
制 

▼
７
部
36
課
体
制

応
す
る
た
め
、
市
の
基
本
政
策
の
企
画
、

立
案
を
は
じ
め
市
政
の
総
合
調
整
を
担
当

す
る
政
策
部
を
設
置
し
ま
す
。

【
市
民
環
境
部
】

　

市
民
生
活
に
密
着
す
る
分
野
と
し
て
新

た
に
市
民
環
境
部
を
設
置
し
、
自
治
会
活

動
へ
の
支
援
を
は
じ
め
、
市
民
協
働
の
推

進
、
男
女
共
同
参
画
の
推
進
、
水
源
の
里

の
振
興
、
各
種
市
民
相
談
、
ご
み
対
策
、

環
境
対
策
な
ど
を
担
当
し
ま
す
。

【
各
支
所
・
新
旭
振
興
室
】

　

各
支
所
・
新
旭
振
興
室
は
、
引
き
続
き

支
所
長
・
室
長
（
次
長
級
）
を
中
心
に
地

域
振
興
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
各
種
イ

ベ
ン
ト
や
行
方
不
明
者
の
捜
索
な
ど
少
人

員
で
対
応
で
き
な
い
場
合
の
相
互
応
援
体

制
を
整
備
し
ま
す
。

【
健
康
福
祉
部
】

　

市
民
の
身
近
な
場
所
で
サ
ー
ビ
ス
が
提

供
で
き
る
よ
う
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

を
北
部
、
南
部
に
分
割
し
、
そ
れ
ぞ
れ
今

津
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
安
曇
川
健
康
福

祉
セ
ン
タ
ー
に
事
務
所
を
置
き
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
課
を
設
置
し
て
公
立
６
保

育
園
を
統
括
す
る
体
制
と
し
ま
す
。

2010・5・1 161616
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【
産
業
経
済
部
】

　

産
業
循
環
政
策
部
を
産
業
経
済
部
に
改

め
、
農
林
水
産
振
興
課
を
農
業
振
興
課
と

森
林
水
産
課
に
、
商
工
観
光
課
を
商
工
振

興
課
と
観
光
振
興
課
に
分
割
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
専
門
性
を
高
め
て
き
め
細
か
な
対

応
が
で
き
る
体
制
と
し
ま
す
。

【
土
木
交
通
部
】

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
、
国
道

１
６
１
号
バ
イ
パ
ス
、
Ｊ
Ｒ
湖
西
線
な
ど

交
通
体
系
全
般
を
担
当
す
る
交
通
対
策
課

を
設
置
し
ま
す
。
ま
た
、
県
か
ら
権
限
委

譲
さ
れ
る
開
発
行
為
の
許
可
業
務
を
担
当

す
る
都
市
計
画
課
を
設
置
し
ま
す
。

【
上
下
水
道
部
】

　

こ
れ
ま
で
今
津
支
所
で
業
務
を
行
っ
て

い
た
上
下
水
道
部
を
市
役
所
別
館
（
今
津

町
）
に
移
し
、
土
木
交
通
部
と
連
携
す
る

体
制
と
し
ま
す
。

【
教
育
委
員
会
】

　

学
校
保
健
部
門
を
学
校
教
育
課
に
移

し
、
安
心
・
安
全
な
学
校
給
食
と
食
育
、

ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
に
取
り
組
む
学
校
給
食

課
を
設
け
た
ほ
か
、
青
少
年
課
と
社
会
教

育
課
を
一
体
化
し
社
会
教
育
分
野
を
充
実

し
ま
す
。

【今津健康福祉センター】
北部健康福祉センター
北部地域包括支援センター

【安曇川健康福祉センター】
南部健康福祉センター
南部地域包括支援センター

【市役所本庁舎】
別館、安曇川支所以外の部課と
行政委員

【市役所別館】
土木交通部、上下水道部

【安曇川支所】
教育委員会

 ３月に開催しました定例教育委員会、臨時教育委員会について
お知らせします。

▼　

議　

事

・
高
島
市
立
学
校
に
お
け
る
県
費
負
担
教

職
員
の
任
免
そ
の
他
の
進
退
に
か
か
る

内
申
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て

滋
賀
県
教
育
委
員
会
へ
の
内
申
内
容

を
審
議
し
、
承
認
し
ま
し
た
。

・
平
成
22
年
度
高
島
市
教
育
行
政
基
本
方

針
案修

正
内
容
の
確
認
を
行
い
、
平
成
22

年
度
高
島
市
教
育
行
政
基
本
方
針
を
策

定
し
ま
し
た
。

３
月
12
日
開
催

・
高
島
市
体
育
指
導
委
員
の
委
嘱
に
つ
い

て
35
人
の
方
を
体
育
指
導
委
員
に
委
嘱

す
る
こ
と
を
承
認
し
ま
し
た
。
任
期
は
、

平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
24
年
３

月
31
日
ま
で
の
２
年
間
で
す
。

・
高
島
市
少
年
補
導
委
員
の
委
嘱
に
つ
い

て
46
人
の
方
を
少
年
補
導
委
員
に
委
嘱

す
る
こ
と
を
承
認
し
ま
し
た
。
任
期
は
、

平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
24
年
３

月
31
日
ま
で
の
２
年
間
で
す
。　

・
高
島
市
教
育
委
員
会
事
務
局
職
員
等
の

人
事
に
つ
い
て

教
育
委
員
会
職
員
の
人
事
異
動
（
４

月
１
日
付
け
）
に
つ
い
て
承
認
し
ま
し

た
。

・
高
島
市
立
公
民
館
長
等
の
任
命
に
つ
い

て
・
高
島
市
青
少
年
育
成
推
進
員
の
任
命
に

つ
い
て

以
上
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
し
、
承

認
し
ま
し
た
。

高島市教育委員会委員に
２人が再任

　西村委員が平成22年３月30日、
林委員が平成22年３月31日に任
期満了となりましたが、改めて市長
から２人の方が高島市教育委員会委
員に任命されました。

西村　勝晴 委員（今津）

林　　秀雄 委員（高島）

任　期　平成22年３月31日から
　　　　平成26年３月30日まで　

任　期　平成22年４月１日から
　　　　平成26年３月31日まで

第
１
回
臨
時
会
報
告

▼　

議　

事

・
高
島
市
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科

医
お
よ
び
学
校
薬
剤
師
の
委
嘱
に
つ
い

て
市
内
22
の
小
中
学
校
と
２
つ
の
幼
稚

園
の
平
成
22
年
度
学
校
医
等
を
委
嘱
す

る
こ
と
を
承
認
し
ま
し
た
。

・
高
島
市
社
会
教
育
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

15
人
の
方
を
社
会
教
育
委
員
に
委
嘱

す
る
こ
と
を
承
認
し
ま
し
た
。
任
期
は
、

平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
24
年
３

月
31
日
ま
で
の
２
年
間
で
す
。

３
月
23
日
開
催

第
３
回
定
例
会
報
告

・
高
島
市
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
の
委

嘱
に
つ
い
て

社
会
教
育
委
員
と
し
て
委
嘱
し
た
15

人
の
方
を
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
に

委
嘱
し
ま
し
た
。
任
期
は
、
同
じ
２
年

間
で
す
。

　・
高
島
市
教
育
委
員
会
の
権
限
に
属
す
る

事
務
の
補
助
執
行
に
関
す
る
規
則
を
廃

止
す
る
規
則
案

・
平
成
21
年
度
教
育
に
関
す
る
事
務
の
管

理
及
び
執
行
の
状
況
の
点
検
及
び
評
価

の
結
果
報
告
書
案

以
上
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
し
、
承

認
し
ま
し
た
。

高
島
市
教
育
委
員
会
委
員
長
に

多
胡
委
員
を
選
任

　

高
島
市
教
育
委
員
会
委
員
長
の
選
挙
お

よ
び
同
職
務
代
理
者
の
指
定
を
行
い
、
委

員
長
に
多
胡
賢
委
員
を
選
任
し
ま
し
た
。

任
期
は
、
平
成
22
年
３
月
31
日
か
ら
平
成

23
年
３
月
30
日
ま
で
の
１
年
間
で
、
２
期

目
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
委
員
長
職
務
代
理
者
に
西
村
勝

晴
委
員
を
指
定
し
ま
し
た
。（
任
期
は
１

年
間
）

３
月
31
日
開
催

第
２
回
臨
時
会
報
告
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「こんにちは赤ちゃん事業」のご案内「こんにちは赤ちゃん事業」のご案内
みんなで子育てはじめましょう！

子育て支援センターから

　生後おおむね４ケ月から６ケ月の赤ちゃんがおられるすべての家庭に、子
育て支援センターの保育士や子育てサポーターなど子育ての専門知識をもつ
スタッフが訪問させていただき、子育ての楽しさを実感してもらえるよう、
情報提供や相談をお聞きします。その時に子育てに関する様々なサービスを
まとめた、｢子育て応援ブック｣ もお渡ししています。
　この事業をきっかけに、子どもを育てることの楽しさと、困った時は周り
に助けてくれる存在があるということを感じていただけたらと思います。

　小さな家族がもう一人増えたとき、初めて赤ちゃんを抱っこする時、パパやママはもちろん
家族みんなが大きな喜びに包まれる瞬間です。けれど、その一方でその小さな命を育てていく
ことに対して戸惑いや不安を感じることがあります。それらの心配ごとをすこしでも減らし、
安心して、楽しんで赤ちゃんを育てるサポートをすることが、この事業の大きな目標です。

どんなことするの？？

　　　子ども家庭相談課　 （25）８５１７
　　　または、市内各保健センター

滋賀県中央子ども家庭相談センター　　　　　　　　 ０７７（５６２）１１２１
滋賀県子どもを守るホットライン（24時間対応） ０７７（５６２）８９９６
児童相談所全国共通ダイヤル（24時間対応） ０５７０（０６４）０００

あなたの「もしや」が子どもを救う。気になる子どもに気づいたら、通告してください。

子
ど
も
の
虐
待
を
な
く
そ
う
！
①

　

こ
れ
は
、
何
の
数
字
だ
と
思
い
ま
す
か
。

　

正
解
は
、
平
成
20
年
11
月
に
実
施
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
※
で
「
虐
待
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
を

発
見
し
た
場
合
、
市
や
児
童
相
談
所
に
通
告
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
、
通
告
先
も
知
っ
て
い

る
」
と
答
え
ら
れ
た
人
の
割
合
で
す
。
ち
な
み
に

「
通
告
義
務
は
知
っ
て
い
る
が
通
告
先
は
知
ら
な

い
」
人
が
53
．
６
％
、「
義
務
も
通
告
先
も
知
ら

な
い
」
人
は
９
．
５
％
（
無
回
答
３
．
５
％
）
で

し
た
。
子
ど
も
虐
待
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
何

よ
り
も
早
め
の
発
見
と
関
わ
り
が
重
要
で
す
。
ど

う
か
、
下
記
の
通
告
先
を
知
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

日
本
の
子
ど
も
虐
待
対
策
は
、
主
に
児
童
福
祉

法
と
児
童
虐
待
防
止
法
（
児
童
虐
待
の
防
止
等
に

関
す
る
法
律
）
と
い
う
法
律
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ

て
お
り
、
法
律
で
は
「
虐
待
を
発
見
し
た
人
は
、

児
童
相
談
所
や
福
祉
事
務
所
（
市
）
に
通
告
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
通
告
す
る
の
は
国
民
一
般
の
義
務
で
す

が
、
保
育
所
や
学
校
の
先
生
、
お
医
者
さ
ん
な
ど

は
「
虐
待
の
早
期
発
見
に
努
め
、
虐
待
（
疑
わ
し

き
場
合
も
含
む
）
を
発
見
し
た
場
合
は
速
や
か
に

通
告
す
る
こ
と
」
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
場
合
に

お
け
る
通
告
義
務
は
守
秘
義
務
に
反
し
な
い
も
の

と
し
て
い
ま
す
。

　

法
律
で
は
、「
子
ど
も
を
健
や
か
に
育
て
る
の

は
、
保
護
者
だ
け
で
な
く
国
や
自
治
体
の
責
務
で

も
あ
る
」
と
定
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
従
っ
て
、

国
や
自
治
体
は
保
護
者
が
健
や
か
に
子
育
て
で
き

る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
が
、
保
護
者
が
何
ら
か
の

事
情
で
子
ど
も
を
育
て
る
事
が
難
し
く
な
っ
た
場

合
に
は
、
保
護
者
に
代
わ
り
子
ど
も
が
安
心
し
て

生
活
で
き
る
場
所
を
提
供
し
、
子
ど
も
が
健
や
か

に
育
つ
よ
う
に
す
る
わ
け
で
す
。

　

ま
た
、
法
律
で
は
子
ど
も
虐
待
の
影
響
が
子
ど

も
の
人
権
を
大
き
く
損
ね
る
事
、
子
育
ち
へ
の
悪

影
響
が
大
き
い
事
を
踏
ま
え
て
、
虐
待
の
予
防
と

早
期
発
見
か
ら
、
虐
待
を
受
け
た
子
ど
も
の
自
立

ま
で
の
過
程
で
国
や
自
治
体
は
様
々
な
関
わ
り
を

持
た
ね
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
ま
す
。

　

社
会
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育

つ
こ
と
は
、
み
ん
な
の
願
い
で
す
。
育
児
不
安
や

子
育
て
で
の
孤
立
な
ど
で
お
悩
み
の
方
は
、
地
域

の
民
生
委
員
児
童
委
員
、
ま
た
は
主
任
児
童
委
員

に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
次
世
代
育
成
支
援
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

児
童
福
祉
法
と
児
童
虐
待
防
止
法

　
　

５
月
５
日
か
ら
の
１
週
間
は

　
　
　
　
　

「
児
童
福
祉
週
間
」
で
す
。

国
と
自
治
体
の
役
割

〜
気
に
な
る
子
ど
も
を
見
か
け
た
ら
、

〜
気
に
な
る
子
ど
も
を
見
か
け
た
ら
、

　
　
　
　
　
　
　

通
告
し
て
く
だ
さ
い
〜

　
　
　
　
　
　
　

通
告
し
て
く
だ
さ
い
〜

ど
う
す
る

災
害
時
の
究
極
の
選
択

　

人
は
究
極
の
状
況
下
で

は
、
数
多
く
の
こ
と
を
適
切

に
判
断
で
き
ま
せ
ん
。
日
ご

ろ
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
想
定
を

し
て
お
く
こ
と
が
、
災
害
時

の
的
確
迅
速
な
判
断
に
つ
な

が
り
ま
す
。

第８回サバイバルウォーク
　▼開催日　５月30日（日）
　▼コース　
　　ＪＲ堅田駅・近江舞子駅・近江高島駅の各

　　駅から新旭公民館までの３コース（35km、
　　17．５km、７．５km）
　▼申込締切　５月25日（月）
　 たかしま災害支援ボランティアネットワーク
　　 ・ （25）5095

総
合
防
災
課

　

人
は
職
業
に
と
ど
ま
ら
ず
、
災
害
時
に
は
、
家
族
、
職
場
、

自
治
会
、
グ
ル
ー
プ
の
一
員
ま
た
そ
の
場
に
居
合
わ
し
た
１
人

と
し
て
、
い
ろ
ん
な
場
面
で
決
断
を
強
い
ら
れ
ま
す
。
そ
の
と

き
、
ど
の
よ
う
に
考
え
、
判
断
し
、
行
動
す
べ
き
か
、
日
ご
ろ

か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
想
定
を
し
て
皆
で
話
し
合
い
、
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

例
え
ば

「
被
災
か
ら
数
時
間
。
避
難
所
に
人
数
分
に
満
た
な
い
食
料
が

届
き
ま
し
た
。次
い
つ
配
布
が
あ
る
か
見
通
し
は
あ
り
ま
せ
ん
。

配
布
し
ま
す
か
？
」

「
学
校
へ
子
ど
も
を
迎
え
に
行
く
途
中
、
怪
我
を
し
て
動
け
な

い
人
に
会
い
ま
し
た
。
子
ど
も
の
安
否
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
ど

う
し
ま
す
か
？
」

あ
た
な

？

ら
な

（
２
５
）
８
１
３
３

　「阪神淡路大震災のとき、兵
庫警察

署では庁舎が全壊４階建ての
１階部分

が崩落、当直員10人が生き
埋めにな

り、１人が死亡する非常事態
。だが管

内の兵庫区では空前の惨状が
広がって

いた。『市民が先だ』崩れた庁
舎の前

で署長が命じ、署員たちは瓦
礫の下に

同僚を残し、家族の安否も確
認できな

いまま救援の最前線へ飛び出
した。警

察官として１人の人間として
公私のは

ざまで揺れながらの苦悩の始
まりだっ

た。」

　「【幸せ運ぼう】( ビジュア
ル版　幸

せ運ぼう製作委員会 )より抜粋
」

火災 救急 救助 件数件数月月のの
（　）内は年累計

建物火災／2（４）
林野火災／0（０）

２
月

２３２３

車両火災／0（２）
その他火災／0（０）

交通事故／14（28）
急病／113（255）

一般負傷／27（60）
その他／26（57）

火災／1（4）
水難事故／0（０）

交通事故／3（５）
その他／0（0）

▼  火　災

３
月

（注）【救急】その他＝火災+労働災害+運動競技+加害+
　　　　　　　　　　自損行為+転院搬送等

（注）【救助】その他＝自然災害+機械事故+建物事故+
　　　　　　　　　　ガス事故+爆発等

▼  救　急

▼  救　助

建物火災／0（４）
林野火災／0（０）

車両火災／0（２）
その他火災／0（０）

交通事故／15（43）
急病／125（380）

一般負傷／33（93）
その他／21（78）

火災／0（4）
水難事故／0（０）

交通事故／0（５）
その他／0（0）

▼  火　災

▼  救　急

▼  救　助

高島市内の交通事故発生状況高島市内の交通事故発生状況

今　年 昨　年 増　減
人身事故発生件数 34 36 －２
死　　者　　数 ０ ０ ０
傷　　者　　数 46 47 －１

今　年 昨　年 増　減
人身事故発生件数 52 55 － 3
死　　者　　数 0 0 0
傷　　者　　数 65 70 － 5

発生場所
マキノ ７
今　津 12
朽　木 ０
安曇川 ６
高　島 ３
新　旭 ６

発生場所
マキノ 11
今　津 14
朽　木 0
安曇川 9
高　島 8
新　旭 10

２
月
末
現
在

●発生状況（累計）

●発生状況（累計）

●交通事故の特徴

●交通事故の特徴

追　突  11件（32.4％）
出合頭  12件（35.3％）

追　突  15件（31.9％）
出合頭  16件（34.0％）

事故の形態

事故の形態

８件（23.5％）

19件（36.5％）

高齢者（65歳以上の事故）

高齢者（65歳以上の事故）

３
月
末
現
在

▼通告先
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異
文
化
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
、
気
軽
に
英
会
話
を
楽
し
め
る
交
流
サ

ロ
ン
を
行
い
ま
す
。
講
師
は
イ
ギ
リ
ス
出

身
、
日
本
で
10
年
以
上
講
師
を
さ
れ
た
こ

と
の
あ
る
先
生
で
す
。
英
語
が
話
せ
な
く

て
も
大
丈
夫
で
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

▼
開
催
日
程

５
月
８
日（
土
）、
16
日（
日
）、
29
日(

土)

　

 

（
１
回
目
）
９
時
30
分
〜
10
時
30
分

　

 

（
２
回
目
）
10
時
45
分
〜
11
時
45
分

　
　

５
月
26
日(

水)　

　
（
１
回
目
）
13
時
30
分
〜
14
時
30
分

　
（
２
回
目
）
14
時
45
分
〜
15
時
45
分

▼
場　

所　

　
　

今
津
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▼
対　

象　

ど
な
た
で
も

▼
参
加
費　

２
０
０
円

　
　

※
国
際
協
会
会
員
は
割
引
有
り

▼
定　

員　

毎
回
10
人
程
度　

(

先
着
順)

▼
申
込
方
法

　
　

電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
メ
ー
ル

・

高
島
市
国
際
協
会

　

（
２
０
）
１
１
８
０

　

（
２
０
）
１
１
８
２

　

tifa8
2
2
@
ares.eonet.ne.jp

働
く
女
性
の
家
で
は
、
市
民
会
員
で
構

成
す
る
「
ゆ
め
ぱ
れ
っ
と
会
」
が
主
催
で
、

会
員
の
持
っ
て
い
る
知
識
や
技
術
を
活
か

し
た
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

《
裏
千
家
茶
道
（
初
級
）》

　

茶
道
を
基
礎
か
ら
学
ぶ
こ
と
で
、
季
節

を
感
じ
る
心
を
養
い
、
潤
い
の
あ
る
生
活

を
め
ざ
し
ま
す
。

▼
日　

時　

５
月
22
日
（
土
）、
29
日
（
土
）

　
　

６
月
〜
翌
年
３
月
の
第
２
・
第
４
土
曜
日

　
　
　

９
時
30
分
〜
11
時
30
分　

月
２
回

▼
場　

所　

　
　

働
く
女
性
の
家　

講
習
室

▼
定　

員　

６
人

▼
受
講
料　

　
　

月
額
１
，
５
０
０
円
（
２
回
分
）

《
は
じ
め
て
の
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
》

植
物
か
ら
抽
出
し
た
ア
ロ
マ
の
日
常
で

の
使
い
方
を
広
く
知
っ
て
も
ら
い
、
心
と

体
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
、
日
々
の
ス
ト
レ

ス
か
ら
の
解
放
を
は
か
り
、
心
身
共
に
よ

り
健
康
な
生
活
に
役
立
て
ま
す
。

▼
日　

時　

　
　

５
月
22
日
（
土
）
10
時
〜
11
時
30
分

▼
場　

所　

働
く
女
性
の
家　

研
修
室

▼
定　

員　

　
　

20
人
程
度
（
高
校
生
以
上
の
方
）

▼
受
講
料　

　
　

１
，
５
０
０
円
（
材
料
代
込
）　

▼
申
込
方
法　

　
　

電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス

▼
受
付
時
間　

　
　

９
時
〜
21
時
（
火
〜
土
曜
日
）

　
　

日
・
月
曜
日
は
休
館
日
の
た
め

　
　
　
　
　
　

フ
ァ
ッ
ク
ス
の
み

・

働
く
女
性
の
家

　

・
（
２
２
）
５
７
７
５

　

今
年
で
19
回
目
を
迎
え
る
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト「
若
狭
・
三
方
五
湖
ツ
ー
デ
ー

マ
ー
チ
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
三
方
五
湖

や
瓜
割
の
滝
、
熊
川
宿
な
ど
を
巡
る
楽
し

い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
す
。
高
島
市
民
の
皆

様
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日　

時　

５
月
15
日
（
土
）、
16
日
（
日
）　

※
雨
天
決
行

▼
場　

所　

若
狭
町
三
方
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
若
狭
町

三
方
庁
舎
前
）

▼
参
加
費　

一　
　
　

般　

２
，
０
０
０
円

高
校
生
以
下　

１
，
０
０
０
円

・

若
狭
町
役
場
商
工
観
光
課

　

０
７
７
０
（
４
５
）
９
１
１
８

　

http://www.town.fukui-wakasa.lg.jp/town/

滋
賀
県
で
は
、
姉
妹
州
で
あ
る
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
ミ
シ
ガ
ン
州
へ
派
遣
す
る
友
好

親
善
使
節
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
期　

間　

９
月
10
日
（
金
）
〜
９
月
17
日
（
金
）

▼
応
募
資
格

・
滋
賀
県
在
住
の
方

・
平
成
22
年
４
月
１
日
現
在
、
満
18

歳
（
高
校
生
を
除
く
）
以
上
の
方

・
健
康
で
団
体
行
動
に
協
調
で
き
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
が
一
人
で
も
可
能

な
方

　
　

※
70
歳
以
上
の
方
は
医
師
の
診
断
書

　
　
　

が
必
要
で
す
。

▼
応
募
方
法　

　

所
定
の
参
加
申
込
書
（
市
に
備
え

付
け
・
滋
賀
県
お
よ
び
滋
賀
県
国
際

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
市
役
所
市
民
活

動
支
援
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
期
間　

　
　

５
月
６
日
（
木
）
〜
６
月
11
日
（
金
）

▼
参
加
経
費　

　
　

未
定
（
前
回　

23
万
6
千
円
）

　
　

※
市
か
ら
一
定
の
補
助
を
予
定

市
民
活
動
支
援
課

　

（
２
５
）
８
５
２
６

　

滋
賀
県
国
際
協
会

　

０
７
７
（
５
２
６
）
０
９
３
１

《
市
営
住
宅
》

◆
定
期
募
集

▼
募
集
期
間

　

５
月
11
日
（
火
）
〜
５
月
21
日
（
金
）

※
募
集
す
る
住
宅
は
、
５
月
10
日
（
月
）

　

に
市
役
所
、
各
支
所
の
掲
示
板
で
公
表

　

し
ま
す
。

◆
随
時
募
集

▼
募
集
住
宅

　
　

第
２
古
賀
団
地
（
３
Ｄ
Ｋ
）

　
　

１
１
，
７
０
０
円
〜
１
７
，
４
０
０
円

▼
申
込
資
格

１
．
市
内
に
居
住
、
ま
た
は
、
勤
務

地
を
有
す
る
方
（
朽
木
地
域
は
除

く
）

２
．
住
宅
に
困
っ
て
い
る
方

３
．
入
居
予
定
者
全
員
の
合
計
の
収

入
月
額
が
15
万
８
千
円
以
下
の
方

４
．
税
金
の
滞
納
が
な
い
方

５
．
そ
の
他
、
市
の
基
準
を
満
た
す

方

《
中
堅
所
得
者
向
け
賃
貸
住
宅
》

◆
定
期
募
集

▼
募
集
期
間

　
　

５
月
11
日
（
火
）
〜
５
月
21
日
（
金
）

▼
募
集
住
宅

　
　

第
２
サ
ニ
ー
ハ
イ
ツ
・
マ
キ
ノ
（
３

　
　

Ｄ
Ｋ
）　

家
賃
５
０
，
０
０
０
円

◆
随
時
募
集　

▼
募
集
住
宅

　
　

荒
川
惣
田
団
地
（
３
Ｄ
Ｋ
）

　
　
　
　
　

 

３
２
，
０
０
０
円

　
　

サ
ニ
ー
ハ
イ
ツ･

マ
キ
ノ（
３
Ｄ
Ｋ
）

　
　
　
　
　

４
８
，
０
０
０
円

▼
申
込
資
格

１
．
同
居
す
る
親
族
の
い
る
方

２
．
入
居
予
定
者
全
員
の
合
計
所
得

が
一
定
額
以
上
の
方

　
　
　
（
年
令
に
よ
っ
て
必
要
金
額
が
異

　
　
　

な
り
ま
す
。）

３
．
税
金
の
滞
納
が
な
い
方

※
募
集
の
住
宅
は
、
平
成
22
年
４
月
１
日

　

現
在
の
状
況
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
し

　

く
は
、
住
宅
管
理
課
ま
で
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

住
宅
管
理
課

　

（
２
２
）
０
０
４
８

《
高
島
市
文
化
ホ
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
》

　

高
島
市
文
化
ホ
ー
ル
で
は
、
文
化
ホ
ー

ル
を
支
え
て
い
た
だ
く
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
サ
ポ
ー
タ
ー
自
ら
の
ア

イ
デ
ア
を
大
切
に
、「
で
き
る
と
き
に
、

で
き
る
こ
と
を
」
を
合
言
葉
に
活
動
し
て

い
ま
す
。

▼
内
容

　
　

○
企
画
運
営
委
員
会

　
　
　

文
化
ホ
ー
ル
の
事
業
選
定
や
企
画

　
　
　

立
案
、
運
営
方
針
な
ど
を
協
議
し

　
　
　

ま
す
。

　
　

○
ス
タ
ッ
フ
グ
ル
ー
プ

　
　
　

受
付
や
も
ぎ
り
、
客
席
案
内
、
記

　
　
　

録
撮
影
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
　

○
テ
ク
ニ
カ
ル
チ
ー
ム

　
　
　

舞
台
の
音
響
や
照
明
な
ど
技
術
操

　
　
　

作
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

　
　

○
広
報
部

　
　
　

イ
ベ
ン
ト
ニ
ュ
ー
ス
や
お
ト
ク
な

　
　
　

情
報
を
サ
ポ
ー
タ
ー
目
線
で
発
信

　
　
　

し
ま
す
。

▼
特
典

　

ホ
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
に
参
加
す
る

と
お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
く
公

演
は
、入
場
料
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

《
高
島
市
文
化
イ
ベ
ン
ト
友
の
会
》

　

高
島
市
文
化
ホ
ー
ル
で
は
、
チ
ケ
ッ
ト

料
金
が
割
引
に
な
る
友
の
会
会
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

▼
特
典

①
チ
ケ
ッ
ト
が
割
引
料
金
で
購
入
で

き
ま
す
（
設
定
の
あ
る
公
演
の

み
）。

②
当
日
の
割
増
料
金
が
あ
り
ま
せ

ん
。

③
文
化
ホ
ー
ル
の
イ
ベ
ン
ト
に
関
す

る
情
報
が
届
き
ま
す
。

▼
入
会
方
法　

　

年
会
費
１
，０
０
０
円
を
添
え
て
、

入
会
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
入
会
申
込
書
は
チ
ケ
ッ
ト
前
売

所
（
左
記
）
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

﹇
チ
ケ
ッ
ト
前
売
所]

　

高
島
市
民
会
館
、
藤
樹
の
里
文
化
芸
術

会
館
、
ガ
リ
バ
ー
ホ
ー
ル
、
や
ま
び
こ
館
、

マ
キ
ノ
土
に
学
ぶ
里
研
修
セ
ン
タ
ー
、
今

津
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
新
旭
公

民
館
、
安
曇
川
公
民
館

・

藤
樹
の
里
文
化
芸
術
会
館

　

（
３
２
）
２
４
６
１
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血
液
事
業
な
ど
幅
広
い
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
業
を
遂
行
す
る
た
め

の
活
動
資
金
の
協
力
を
し
て
い
た
だ
け
る

社
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
賛
同

の
う
え
赤
十
字
活
動
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。▼

募
集
期
間

５
月
１
日
（
土
）
〜
31
日
（
月
）

社
会
福
祉
課

　

（
２
５
）
８
１
２
０

　
　

ま
た
は
各
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
（
朽
木
地
域
は
支
所
）

 　

新
旭
花
菖
蒲
園
で
は
「
〜
春
の
ぶ
ら
り

花
街
道
〜
ル
ピ
ナ
ス
春
の
花
ま
つ
り
」
を

開
催
し
ま
す
。
ル
ピ
ナ
ス
は
別
名
「
の
ぼ

り
藤
」
と
も
言
わ
れ
、
そ
の
雄
大
な
花
穂

の
存
在
感
は
見
事
で
す
。
関
西
最
大
級
の

ル
ピ
ナ
ス
畑
へ
、ぜ
ひ
ご
来
園
く
だ
さ
い
。

▼
開
園
期
間　

４
月
29
日
（
木
）
〜
６
月
４
日
（
金
）

▼
開
園
時
間　

９
時
〜
17
時
（
入
園
は
16
時
ま
で
）

　

▼
場　
　

所　

　
　

新
旭
花
菖
蒲
園

▼
入
園
料　

大
人
３
０
０
円　

小
人
１
５
０
円

道
の
駅　

し
ん
あ
さ
ひ
風
車
村

　
（
び
わ
湖
高
島
観
光
協
会
新
旭
支
所
）

　

（
２
５
）
６
４
６
４

　

春
の
「
く
つ
き
の
森
」
を
ガ
イ
ド
の
案

内
で
歩
き
、
林
の
中
で
ヨ
ー
ガ
体
験
を
行

い
ま
す
。

　

芝
生
の
広
場
で
マ
ッ
ト
を
使
っ
た
ヨ
ー

ガ
を
行
い
、
ベ
ジ
タ
ブ
ル
手
料
理
を
ラ
ン

チ
に
味
わ
い
ま
す
。

　

森
林
の
空
気
と
健
康
食
で
体
の
芯
か
ら

美
し
く
な
り
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時　

　
　

５
月
12
日（
水
）
10
時
〜
14
時

▼
場
所　

　
　

森
林
公
園　

く
つ
き
の
森

▼
定
員　

20
人

▼
費
用　

　
　

２
，
５
０
０
円

　
　
（
昼
食
、
保
険
、
体
験
料
込
み
）

　
　
　

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
レ
ン
タ
ル
代
別
途　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
円

▼
申
込
方
法　

　
　

メ
ー
ル
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
電
話

　
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

麻
生
里
山
セ
ン
タ
ー

　

（
３
８
）
８
０
９
９

　

（
３
８
）
８
０
１
２

　

asosatoyam
a@
zb.ztv.ne.jp

　

毎
日
の
生
活
の
中
で
、
差
別
や
い
じ
め

な
ど
、
人
権
に
関
わ
る
問
題
で
悩
ん
で
い

ま
せ
ん
か
？ 

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
、
人

権
擁
護
委
員
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
相

談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す

の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日　

時

５
月
12
日（
水
）　

13
時
〜
16
時

▼
場　

所

　
　

高
島
市
役
所
本
庁  

１
階
会
議
室

　

▼
対
象
者　

ど
な
た
で
も

人
権
施
策
課

　

（
２
５
）
８
５
２
４

　

一
人
で
悩
み
を
抱
え
る
の
が
つ
ら
い
…

と
感
じ
た
時
、
話
し
を
聞
い
て
も
ら
う
と

心
が
軽
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
専
門

の
女
性
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
あ
な
た
の
悩
み

を
し
っ
か
り
受
け
止
め
、
あ
な
た
に
合
っ

た
解
決
の
手
が
か
り
を
一
緒
に
考
え
て
い

き
ま
す
。

▼
相
談
日
・
場
所

　
《
働
く
女
性
の
家
》

５
月
８
日（
土
）、12
日（
水
）、19
日（
水
）

　
《
新
旭
公
民
館
３
ー
１
研
修
室
》

　
　

５
月
26
日
（
水
）　

▼
時　

間　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分　

　
　
　
　

※
相
談
時
間
は
50
分

▼
対
象
者

　
　

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
女
性

▼
申
込
方
法

　
　

専
用
電
話
に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
予
約
制
）

　
　

専
用
電
話　
（
２
２
）
４
０
５
２

　
　

受
付
時
間　

９
時
〜
17
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
火
〜
土
曜
日
）

【
男
性
の
た
め
の
悩
み
相
談
】

　

滋
賀
県
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
の

「
男
女
共
同
参
画
相
談
室
」
を
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

相
談
専
用
電
話　

　
　

０
７
４
８
（
３
７
）
８
７
３
９

　

相
談
日
時

　
　

○
火
・
水
・
金
・
土
・
日
曜
日

　
　
　

９
時
〜
正
午
、
13
時
〜
17
時

　
　

○
木
曜
日

　
　
　

９
時
〜
正
午
、
17
時
〜
20
時
30
分

　
　

　

ど
ち
ら
の
相
談
機
関
も
、
費
用
は
無
料

で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

働
く
女
性
の
家

　

（
２
２
）
５
７
７
５

  

日
本
武
道
館
で
開
催
予
定
の
全
国
戦
没

者
追
悼
式
に
参
列
さ
れ
る
ご
遺
族
の
方
を

募
集
し
ま
す
。

▼
開
催
日　

　
　

８
月
15
日
（
日
）

▼
対
象
者　

　

戦
没
者
（
原
爆
、
一
般
戦
災
死
没

者
を
含
む
）の
原
則
と
し
て
配
偶
者
、

子
、
父
母
、
兄
弟
姉
妹
、
孫
（
原
則

１
柱
１
回
限
り
）
で
、
８
月
14
日
か

ら
15
日
の
１
泊
２
日
の
団
体
行
動
が

で
き
る
方

▼
定　

員　

50
人

　
　

※
応
募
多
数
の
場
合
抽
選

▼
参
加
費　

５
，
０
０
０
円
程
度

▼
募
集
期
間　

　
　

５
月
１
日
（
土
）
〜
５
月
17
日
（
月
）

　
　

※
当
日
消
印
有
効

▼
応
募
方
法

　

は
が
き
に
、
①
郵
便
番
号
・
住
所
・

氏
名
・
生
年
月
日
・
性
別
・
戦
没
者

と
の
続
柄
・
電
話
番
号
、
②
戦
没
者

の
氏
名
・
本
籍
都
道
府
県
名
を
記
入

し
申
し
込
み
先
へ
。

・

滋
賀
県
健
康
福
祉
政
策
課
平
和
・

　
　
　

援
護
担
当

　
　
　
　

 

〒
５
２
０
ー
８
５
７
７　

　
　
　
　
　

大
津
市
京
町
四
丁
目
１
ー
１

　

０
７
７
（
５
２
８
）
３
５
１
４

「
日
本
さ
く
ら
名
所
百
選
」
と
し
て
名

高
く
樹
齢
70
年
を
数
え
る
海
津
大
崎
の
桜

並
木
を
守
っ
て
い
く
た
め
、
地
元
の
方
々

を
中
心
に
地
域
内
外
の
方
が
会
員
と
な
っ

て
「
美
し
い
マ
キ
ノ
・
桜
守
の
会
」
を
結

成
し
保
全
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
美
し
い
景
観
を
後
世
に
継
承
し
て

い
く
た
め
次
の
活
動
を
行
い
ま
す
の
で
、

活
動
に
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

《
下
草
刈
り
》

▼
日　

時　

　
　

５
月
16
日(

日)　

９
時
〜

▼
集
合
場
所

　
　

マ
キ
ノ
町
海
津
地
先(

旦
過
公
園)

▼
持
ち
物　

　
　

草
刈
機
・
鎌　
　
　
　
　
　
　
　
　

　《
施
肥
お
よ
び
苔
取
り
》

▼
日　

時　

　
　

５
月
30
日(

日)　

９
時
〜

▼
集
合
場
所　

　
　

マ
キ
ノ
町
海
津
地
先(

旦
過
公
園)

　

※
当
日
７
時
に
雨
・
風
・
雷
の
注
意
報

が
発
令
さ
れ
て
い
る
場
合
は
中
止
し
ま

す
。美

し
い
マ
キ
ノ
・
桜
守
の
会

　

代
表
事
務
局
（
市
役
所
マ
キ
ノ
支
所
）

　

（
２
７
）
１
１
２
１

「
広
げ
よ
う 

地
域
に
根
ざ
し
た 

思
い

や
り
」
を
基
本
と
し
て
、「
第
２
次 

民
生

委
員
児
童
委
員
発　

災
害
時
一
人
も
見
逃

さ
な
い
運
動
」
の
も
と
、
地
域
の
特
性
を

活
か
し
、
安
心
し
て
住
み
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
地
域
社
会
づ
く
り
に
貢
献
す
る
た

め
、
全
国
に
は
約
23
万
人
、
そ
の
う
ち
高

島
市
内
に
は
、
私
た
ち
１
５
１
人
の
民
生

委
員
児
童
委
員
が
日
頃
か
ら
地
域
に
根
差

し
た
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
活
動
を
し
て
い
く
た
め
に

は
、
民
生
委
員
児
童
委
員
の
存
在
に
つ
い

て
、
地
域
住
民
や
関
係
機
関
・
団
体
等
に

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
な
ど
、
信
頼
関

係
を
築
い
て
い
く
こ
と
が
一
番
大
切
で

す
。子

育
て
や
高
齢
者
介
護
な
ど
で
お
困
り

の
時
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
お
近
く
の
民
生

委
員
児
童
委
員
に
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
民
生
委
員
児
童
委
員
の
名
前
や
連

絡
先
が
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、
各
地
域
の

保
健
セ
ン
タ
ー（
朽
木
地
域
は
朽
木
支
所
）

ま
た
は
市
役
所
社
会
福
祉
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

高
島
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

　

連
合
会
（
事
務
局
：
社
会
福
祉
課
）

　

（
２
５
）
８
１
２
０

　

独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
で

は
、
大
学
・
大
学
院
・
短
大
・
高
専
・
専

修
学
校
（
専
門
課
程
）
に
今
春
進
学
さ
れ

た
方
を
対
象
に
、
奨
学
金
の
申
し
込
み
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

奨
学
金
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
在
学
し

て
い
る
学
校
の
奨
学
金
窓
口
ま
で
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

　

受
付
期
間
は
、
各
学
校
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
の
で
、ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
海
外
留
学
を
希
望
す
る
方
の
予

約
奨
学
金
や
短
期
留
学
の
た
め
の
奨
学
金

も
あ
り
ま
す
の
で
、
在
学
中
の
大
学
や
出

身
校
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
る
に
あ
た
っ
て

は
、
機
関
保
証
制
度
へ
の
加
入
、
も
し
く

は
連
帯
保
証
人
・
保
証
人
の
選
任
が
必
要

で
す
。

独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
）

　

０
５
７
０
（
０
３
）
７
２
４
０

　
　
（
奨
学
事
業
部
）

　

http://w
w
w
.jasso.go.jp/

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
ハ
イ
チ
大
地
震

や
チ
リ
大
地
震
の
被
害
に
対
す
る
国
際
救

援
活
動
を
は
じ
め
、
昨
年
の
兵
庫
県
佐
用

町
に
お
け
る
大
雨
災
害
時
の
救
護
活
動
や
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認知症サポーター養成講座認知症サポーター養成講座

介護予防出前講座介護予防出前講座

介護、介護予防、健康、
福祉、高齢者虐待防止、
権利擁護などの相談を
お受けしています。

　　今津保健センター内　
　　 （22）0193

　　安曇川ふれあいセンター１階
　　 （32）2520

北部地域包括支援センター 南部地域包括支援センター

　認知症という病気を正しく知り、お互いが声をかけ
あえる。そんな、認知症になった本人やその家族の気
持ちを支えられる地域を目指しています。
　「認知症サポーター」は何か特別な事をする人では
ありません。自分のできる範囲で、認知症の方の手助

　老人クラブや地域でのサロンやサークルなど、概ね
65歳以上の方の集まる機会に、このような出前講座は
いかがですか？　自治会の集会所や公民館等へ直接講
師がおうかがいします。
　軽い体操や、高齢期の食事のお話、お口の働きや手
入れのお話などを通じて、年を重ねても元気に暮らす
術を身につけましょう。

　出前講座では、次の講座を行っています。
　それぞれの講座の申し込みは、グループ、団体単位で電話、ファックス、または申込用
紙により各保健センターまたは北部、南部地域包括支援センターへ申し込んでください。

▼主な内容

※キャラバン ･メイト・・・　講習を受けた、サポーター養成講座の講師役となる人
※認知症サポーター養成講座を受講された方にはサポーターの証として「オレンジリング」をお渡しします。

あなたの

地域へ
出かけます！

　今年度から、大腸がん検診を多くの方に受けていただき、がんの早期発
見、早期治療につながるように医療機関でも大腸がん検診を実施します。
今までどおり、集団健診とあわせての大腸がん検診も実施していますので、
いずれかで受診していただきますようお願いします。

▼健診方法　便潜血検査２日間法
▼対 象 者  40歳以上の方（昭和46年３月31日以
　　　　　　前に生まれた方）
▼申込期間　５月６日（木）～９月24日（金）
▼受診期間　５月６日（木）～９月30日（木）
　　　　　　（９月30日までに検査容器を医療機関
　　　　　　へご提出ください。）
▼負 担 金　５００円
　　　　　　お近くの保健センター（朽木は朽木支所
　　　　　　へ納付してください。
▼容器提出場所
　　　　　　検査容器を受け取った医療機関

●  医療機関で検査容器を受け取る

●  ２日分の便の採便

●  医療機関へ検査容器を提出

●  各保健センターより結果通知

●  各保健センター（朽木は朽木支所）へ
　  申し込みおよび負担金の納付

▼申込手順

所在地 病　院　名

病
   
院

マキノ 　医療法人　マキノ病院
今　津 　財団法人近江愛隣園　今津病院
高　島 　公立高島総合病院

医

院

マキノ 　マキノ駅前診療所

今　津

　医療法人社団　安井医院
　医療法人　前川クリニック
　医療法人　あいりんクリニック
　医療法人のぞみ会　藤井医院
　けいこピュアクリニック

安曇川

　医療法人せせらぎ会　浮田医院
　医療法人　土田医院
　澤村医院
　多胡クリニック
　医療法人　氷室内科医院

朽　木 　高島市国民健康保険　朽木診療所
高　島 　小篠医院

新　旭

　医療法人かおり会　本多医院
　医療法人かおり会　藁園本多医院
　医療法人　湖西クリニック
　医療法人　片岡クリニック　
　澤村クリニック

＜大腸がん検診実施医療機関＞

▼対　象
18歳～69歳の方
（初めての方は40歳まで、40歳以上の方は１年以内に
心電図検査をしていないと献血できません。）

健康推進課　 （２５）８０７８

　採血時間が１時間ほどかかり
ますが、必要な成分だけを抜き
取り赤血球等は採血者に返され
るため体の負担が少なくてすみ
ます。事前予約が必要です。

成分献血にご協力ください成分献血にご協力ください

日　程 会　場 時　間 予約先

５月14日（金） 今津保健センター 10時・11時・
13時・14時 （２２）５１０１

けをしたり、学んだ知識を友人や家族に伝えたり
するのも活動のひとつです。まずできることから
始めてみましょう。
　少人数のグループでも構いません。「ちょっと
話を聞いてみよう」と話がまとまれば地域包括支
援センターまでご連絡ください。
 ※
  

キ
 

ャラバンメイトが講師になり、講座を開催し
ます。

▼主な内容
・認知症という病気について
・自分たちにできること
・１時間程度の内容です。

・介護予防についての話　
　　（介護予防とは？ /介護予防はなぜ必要？
　　　/自分でできるおたっしゃ問診）
・運動について
　　（転ばない、しなやかで強い体をつくろう
　　　/気になる尿失禁予防体操）　
・お口のはたらき、お手入れについて
　　（飲み込み体操 /お口の健康について）　　
・高齢期の栄養について
　　（低栄養予防 /栄養の上手な摂り方について）　
・高齢者虐待の防止について　
・成年後見制度について

マキノ
今　津
新　旭

朽　木
安曇川
高　島
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公立高島総合病院　 （36）0220㈹

　

少
し
ず
つ
温
か
く
な
っ
て
、
山

な
ど
へ
出
か
け
る
機
会
が
増
え
て

く
る
季
節
に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば

い
け
な
い
の
が
蜂
刺
さ
れ
で
す
。

　

蜂
は
ミ
ツ
バ
チ
の
よ
う
な
小
型

の
も
の
か
ら
、
ス
ズ
メ
バ
チ
の
よ

う
な
大
型
の
も
の
ま
で
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
毒
を
持
っ
て
い
ま
す
。

(

日
本
で
も
危
険
な
蜂
は
オ
オ
ス

ズ
メ
バ
チ
で
す
。)

　

蜂
に
刺
さ
れ
て
も
99
．
９
％
の

人
は
刺
さ
れ
た
部
位
に
腫
れ
、
痛

み
、
か
ゆ
み
を
み
る
ぐ
ら
い
で
、

冷
た
い
水
で
冷
や
し
、
蜂
の
針
や

毒
の
嚢
を
除
去
し
、
消
毒
し
、
鎮

静
剤
を
飲
む
く
ら
い
で
十
分
で

す
。

　

し
か
し
、
お
よ
そ
０
．
１
％
の

人
で
は
シ
ョ
ッ
ク
状
態
が
お
こ

り
、死
に
至
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
反

応
と
い
わ
れ
る
も
の
で
す
。
こ
の

場
合
は
す
ぐ
に
救
急
車
を
呼
ん
で

病
院
へ
搬
送
し
て
く
だ
さ
い
。
過

去
に
刺
さ
れ
た
こ
と
の
あ
る
方
は

シ
ョ
ッ
ク
に
陥
り
や
す
い
た
め
特

に
注
意
が
必
要
で
す
。

　「看護の日」は、近代看護を築いたフローレンス・
ナイチンゲールの誕生日にちなみ制定されました。そ
して、12日を含む週の日曜日から土曜日までが「看
護週間」となり気軽に看護にふれていただける楽しい
行事が全国各地で行われます。
　当病院でも毎年恒例の「看護の日」のイベントの開
催を予定しています。

　公立高島総合病院では、平成22年４月から厚生労
働省の示す重点医療のうち、がん治療の一つである消
化器内科を充実させました。京都大学の支援により、
消化器内科専門医に常勤医師として勤務して頂いてい
ます。
　また、産婦人科も常勤医２人体制となり、周産期医
療もより充実しました。
　さらに特定防衛施設周辺整備調整交付金により、最
新の電子内視鏡システムおよび上部ファイバースコー
プ、下部ファイバースコープを整備しました。

消化器内科・産婦人科が充実５月12日は看護の日

昨年の看護の日イベントの様子

最新内視鏡システム導入！

電子内視鏡システム

上部ファイバースコープ

下部ファイバースコープ

・
ミ
ツ
バ
チ
の
場
合
は
針
を
抜
く
。

　

※
ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
、
ス
ズ
メ
バ
チ
は
針
は

　
　

残
し
ま
せ
ん
。

・
幹
部
を
絞
り
な
が
ら
毒
を
水
で
洗
い
流
す
。

・
氷
や
冷
水
、
濡
れ
タ
オ
ル
な
ど
で
冷
や
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
蜂
に
刺
さ
れ
た
ら
、
医

療
機
関
へ
行
き
ま
し
ょ
う
。
で
き
れ
ば
刺
し

た
蜂
を
持
参
す
る
と
治
療
薬
選
択
に
役
立
ち

ま
す
。

応 

急 

処 

置

・
蜂
は
黒
い
も
の
を
攻
撃
し
ま
す
の
で
白
い

　

も
の
で
髪
の
毛
を
隠
し
た
り
、
白
い
も
の

　

を
着
る
と
予
防
で
き
ま
す
。

・
蜂
が
人
を
刺
す
、
と
い
う
の
は
危
険
を
感

　

じ
た
時
に
起
こ
り
ま
す
。
巣
に
近
寄
っ
た

　

り
、
巣
の
近
く
を
急
に
走
り
出
し
た
り
、　

　

ゆ
す
っ
た
り
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

刺
さ
れ
な
い
た
め
に

　

毎
月
の
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
を
、
口

座
振
替
の
早
割
制
度
（
当
月
末
振
替
）
に
さ

れ
る
と
、
毎
月
１
５
，
１
０
０
円
の
保
険
料

が
１
５
，
０
５
０
円
と
な
り
、
月
々
50
円
お

得
で
す
。

　

お
申
し
込
み
は
、
口
座
振
替
を
希
望
さ
れ

る
郵
便
局
、
金
融
機
関
等
ま
た
は
、
大
津
年

金
事
務
所
国
民
年
金
課
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

現
在
、
口
座
振
替
で
早
割
制
度
以
外
の
振

替
方
法
を
選
択
さ
れ
て
い
る
方
が
こ
の
制
度

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
振
替
方
法
の
変
更

手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
口
座
振
替
の
早
割
制
度
を
申
し
込

ま
れ
る
と
、
初
回
に
原
則
２
か
月
分
（
割
引

の
な
い
前
月
分
と
割
引
の
あ
る
当
月
分
）
が

振
替
に
な
り
ま
す
。

　毎月の保険料を当月末
に振り替えます
　納期限（翌月末）より
も１ヶ月早く振り替える
ため保険料が月々５０円
割引になります。

毎月納付

口座振替
毎月納付
（翌月末振替）

早割制度
（当月末振替）

　毎月の保険料を翌月

末に振り替えます。

　納期限（翌月末）の

振り替えになるため、

保険料の割引はありま

せん。

　毎月の保険料を納付書
で納付する場合は、保険
料の割引はありません。
※前納を希望される場合
は大津年金事務所までご
連絡ください。
　 077（521）1789

割
引
あ
り

納付書による納付

　30歳未満の方で、本人と配偶者の収入が一定
以下の場合、申請して承認されると、国民年金保
険料の納付が猶予される「若年者納付猶予制度」
があります。
　承認期間は、原則７月から翌年６月までです。（現
在、申請されると承認期間は平成22年６月まで
となります。）
　なお、申請時に継続を希望されれば、翌年度以
降の若年者納付猶予の申請が不要になります。（た
だし、退職・天災等の特別の事情により承認され
た方、および前年度に申請して承認されなかった
方を除きます。）
　申請は、高島市役所保険年金課または最寄りの
支所窓口まで。

若年者納付猶予が承認された期間は、将来 
支給される「老齢基礎年金」の受給に必要
な期間（受給資格期間）に算入されるほか、
万一の場合に支給される「障害基礎年金」や
「遺族基礎年金」の受給資格期間にも算入さ
れます。ただし、「老齢基礎年金」の年金額
には反映しません。

承認された期間は、10年以内であれば遡っ
て納付することができます（追納といいま
す）。追納されるとその期間は保険料納付済
期間となり、老齢基礎年金の額に反映されま
す。なお、承認を受けた期間の翌年度から起
算して３年度目からは当時の保険料に加算額
がつきます。

「若年者納付猶予制度」
※

※

ご存知です
か？

公立高島総合病院「看護の日」イベント
平成22年５月12日（水）
▼時間　９時～11時30分
▼場所　高島病院正面玄関ホール
▼内容　身体測定（身長・体重・血管年齢測定など）
　　　　妊婦体験
　　　　各種相談（栄養相談・医療相談・薬剤相談）
　　　　介護相談 [認知症の人と家族の会 ]

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
症
状

・
気
分
が
悪
い
（
腹
痛
、
下
痢
、
悪
寒
、
頭
痛
、

　
め
ま
い
）
全
身
に
湿
疹
や
熱
、
む
く
み

・
重
症
化
し
て
息
苦
し
い
、
物
が
飲
め
な
い
、    

　
意
識
が
は
っ
き
り
し
な
く
な
る
。

保険年金課　 （25）8137
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平成22年３月末現在

●人　口

男
女

●世帯数

・前 月 人 口
・前々月人口

の動き（人口と世帯）人

平成 22年 3月 6日から平成 22年 4月 5日までの届出分（敬称略）

本ページの掲載情報は、個人情報保護の観点から許可をいただいた方のみ掲載しています。

５４，２５７人（ー１１５）
５４，３０１人（ー１５９）

5４,１４２人

１９,６５１世帯

２６,３５０人
２７,７９２人

たかしま
の

人の動き

氏　名 性別 生年月日 ところ

 マ　キ　ノ
 曽　根　唯　斗 男 ３月29日 沢
  今　　　津
近　江　颯一郎 男 ３月  1日 今　津

藤　堂　陽代里 女 ３月  6 日 桜　町

本　多　飛　悠 男 ３月  9 日 日置前

堀　田　央　弥 男 ３月13日 浜　分

和久野　亘　希  男 ３月15日 下弘部

古　谷　蒼　汰 男 ３月17日 日置前

木　下　里　桜 女 ３月20日 日置前

小　野　智　哉 男 ３月29日 今　津
 新　　　旭

お誕生日おめでとう！（出生）

氏　名 性別 生年月日 ところ

吉　田　悠　希 男 1月11日 安井川

木　下　千　春 女 ２月26日 藁　園

松　本　蒼　甫 男 ２月26日 太　田

兼　田　央　雅 男 ２月26日 北　畑

岸　本　知　樹 男 ３月  6 日 旭

井　上　遼　介 男 ３月  6 日 深　溝

八　田　悠　史 男 ３月11日 熊野本

八　田　陽　菜 女 ３月15日 旭

川　瀬　愛理沙 女 ３月17日 熊野本

大　浦　瑞　生 男 ３月23日 旭

八　田　蒼　士 男 ３月23日 熊野本

大　槻　心　春 女 ３月24日 旭

氏　名 性別 生年月日 ところ

 安　曇　川
安　原　紋四朗 男 ３月  4 日 北船木

林　　　まひろ 女 ３月10日 西万木

竹　端　斗　摩 男 ３月19日 西万木

添　田　慎之助 男 ３月19日 西万木

中　村　颯　希 男 ３月21日 田　中

中　山　　　琉 男 ３月23 日 北船木
  高　　　島
田　中　　　和 女 ３月  3 日 城山台

芝　　　春　音 女 ３月13 日 城山台
  朽　　　木
澤　村　翔　稀 男 ３月  1 日 市　場

そ ね

は っ たお の

お お つ き

や す は ら

はやし

た け ば た

そ え だ

な か む ら

さ わ む ら

な か や ま

た な か

しば

き の し た

よ し だ

ま つ も と

か ね だ

き し も と

い の う え

は っ た

は っ た

か わ せ

お お う ら

お う み

と う ど う

ほ ん だ

ほ っ た

わ く の

ふ る た に

き の し た

ゆ い と

そ う しと も や

こ は る

も ん し ろ う

と う ま

し ん の す け

さ つ き

と き

るい

のどか

は る の

ち は る

は る き

そ う す け

お う か

と も き

り ょ う す け

ゆ う じ

は る な

あ り さ

み ず き

そういちろう

ひ よ り

ひ ゆ う

お う や

こ う き

そ う た

り お

項　目 期　別 納期限

 固 定 資 産 税　 全期前納・
第１期

5月31日 国民健康保険税（普通徴収） 第２期
 介 護 保 険 料（普通徴収） 第２期

▼税・介護保険

■ 納期限までに納めましょう。納期限までに納付され
　 ない場合は、督促手数料や延滞金が加算されること 
　 になります。
■ 口座振替の方は預貯金残高の確認をお願いします。

▼窓口延長業務（午後８時まで）を行っています。

市役所本庁・朽木支所 安曇川支所マキノ支所
高島支所 今津支所

月 火 水
木 金

納付のお知らせ5月

謹んでお悔やみ申し上げます（死亡）
氏　名 性別 年齢 ところ

  マ　キ　ノ
石　田　定　市 男 94 新　保
金　谷　庄一郎 男 73 小荒路
木　田　ヨ　ネ 女 96 野　口
熊　地　タ　ミ 女 94 上開田
清　水　秀　子 女 83 寺久保
髙　木　新　一 男 87 大　沼
田　野　　　實 男 87 知　内
山　本　良　次 男 84 海　津
  今　　　津
飯　古　 　み 女 93 藺　生
石　田　一　次 男 87 梅　原
石　田　紀代子 女 74 浜　分
川　瀨　義　子 女 80 南新保
河𠩤田　哉　子 女 90 岸　脇
 清　水　藤　治 男 86 浜　分
深　堂　孫　 男 93 深清水
杉　本　あい子 女 89 保　坂
⻆　川　善　子 女 90 住　吉
中　井　美　代 女 81 角　川
中　田　ハ　ナ 女 96 梅　原

氏　名 性別 年齢 ところ
弘　部　なつ子 女 61 今　津
古　谷　き　よ 女 86 日置前
宮　本　ひ　さ 女 97 松陽台
村　田　武　志 男 65 名小路
  新　　　旭
  桒　原　忠　治 男 87 新　庄
清　水　政　廣 男 70 饗　庭
古　田　静　子 女 87 安井川
松　尾　妙　子 女 69 針　江
三田村　孝　雄 男 98 饗　庭
山　川　安　男 男 76 旭
山　下　さ　や 女 87 熊野本
吉　野　こはる 女 94 針　江
  安　曇　川
石　島　正　一 男 76 三尾里
貝　﨑　萬　平 男 77 田　中
熊　谷　幸　枝 女 80 常盤木
小　島　洋　子 女 63 北船木
駒　井　か　ず 女 85 北船木
佐々木　千　鶴 女 99 五番領
清　水　 さ子 女 96 中　野

氏　名 性別 年齢 ところ
  吹　田　文　久 男 80 田　中
馬　塲　き　く 女 90 下小川
馬　塲　タ　ネ 女 87 下小川
日　置　長次郎 男 84 三尾里
廣　田　ち　か 女 78 南古賀
廣　野　 　よ 女 98 中　野
前　田　　　勇 男 69 西万木
  高　　　島
井ノ口　貞　子 女 80 高　島
佐　治　尚　子 女 46 勝　野
菅　井　ヒ　デ 女 85 宮　野
瀧　本　雅　代 女 68 勝　野
富　山　相　俊 男 91 勝　野
仁　賀　ふ　く 女 84 勝　野
林　　　義　男 男 87 畑
山　田　 　 女 89 鵜　川
  朽　　　木
池　田　秀　次 男 94 市　場
沢　井　　　忠 男 81 能　家
山　田　長四郎 男 80 麻　生
山　原　春　寅 男 84 雲洞谷
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西万木遺跡出土「双
そ う じ

耳長
ちょうけい

頸瓶
へい

」

　

西
万
木
遺
跡
は
、
安
曇
川
町
西
万
木

に
所
在
し
、
平
成
20
年
度
に
大
型
店
舗

建
設
に
伴
い
発
掘
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。
調
査
の
結
果
、
中
世
後
期
の
在
地

領
主
層
の
屋
敷
地
が
発
見
さ
れ
ま
し

た
。
屋
敷
地
は
堀
（
区
画
溝
）
と
土
塁

を
め
ぐ
ら
せ
る
も
の
で
、
そ
の
規
模
は

半
町
（
54
．
５
メ
ー
ト
ル
）
四
方
を
測

り
ま
す
。
出
土
し
た
土
器
類
か
ら
屋
敷

の
機
能
し
て
い
た
時
期
は
15
世
紀
後
半

か
ら
16
世
紀
前
半
頃
を
中
心
と
し
た
も

の
で
し
た
。

　

出
土
し
た
遺
物
に
は
当
時
「
唐か

ら
も
の物
」

と
呼
ば
れ
珍
重
さ
れ
た
中
国
明
代
の

双そ
う
じ耳
長ち
ょ
う
け
い頸
瓶へ
い

（
銅
製
の
花
瓶
）
や
、

高こ
う
ら
い麗

茶ち
ゃ
わ
ん碗

（
朝
鮮
王
朝
陶と
う
じ磁
）
な
ど
の

舶
載
品
を
は
じ
め
、
茶
入
・
茶
碗
・
天

目
茶
碗
・
茶
臼
・
風
炉
・
香
炉
な
ど
多

数
の
喫
茶
関
連
遺
物
が
出
土
し
ま
し

た
。
銅
製
花
瓶
は
遺
跡
か
ら
の
出
土
事

例
が
ほ
と
ん
ど
な
い
珍
し
い
遺
物
で
、

屋
敷
に
お
い
て
仏
具
も
し
く
は
書
院
等

の
座
敷
飾
と
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

高
麗
茶
碗
は
16
世
紀
代
の
茶
会
記

（
茶ち
ゃ
と
う湯
日
記
）
に
頻
繁
に
登
場
す
る
器

で
す
が
、
県
内
で
は
小
谷
城
や
安
土
城

下
町
遺
跡
な
ど
守
護
ク
ラ
ス
の
城
郭
や

城
下
町
な
ど
５
遺
跡
で
し
か
出
土
し
て

い
な
い
珍
し
い
遺
物
で
す
。
こ
の
よ
う

な
出
土
品
か
ら
西
万
木
遺
跡
の
屋
敷
の

主
は
、当
時
京
の
都
で
流
行
し
て
い
た
、

喫
茶
の
趣
味
を
い
ち
早
く
取
り
入
れ
、

当
時
の
室
町
文
化
の
粋
を
身
に
つ
け
た

人
物
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
化
財
課
）

▼今号からこのコーナーを担当す
ることになりました広報担当Ｓで
す。これからよろしくお願いしま
す。 
▼４月から新年度がはじまりまし
た。新しい環境へ変わられた方も
たくさんおられたと思います。新
生活に慣れましたでしょうか。
▼今号の表紙は、４月５日（日）
に高島警察署で行われた交通安全
運動の出発式での１コマです。か
わいいちびっこ警察官たちの元気
いっぱいの太鼓演奏に元気をわけ
てもらいました。園児たちの交通
安全の呼びかけに応えるために
も、これからも十分に注意して車
を運転しようと思います。
　　　　　　　　　（広報担当Ｓ）


